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一
、
は
じ
め
に

　

サ
ハ
リ
ン
島
と
大
陸
を
へ
だ
て
る
間
宮
海
峡
は
、
最
も
狭
い
場
所
で
も
約

七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幅
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
よ

り
は
る
か
に
広
い
が
、
ア
ム
ー
ル
河
の
河
口
に
近
く
、
毎
年
膨
大
な
土
砂
が

上
流
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
深
が
浅
い（

1
）。

ま
た
潮
流
の
変

化
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、大
型
の
船
舶
は
通
航
不
能
と
さ
れ
て
い
る（

2
）。

ま
た
、

冬
期
は
結
氷
の
た
め
航
行
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
在
は
主
要
航
路
と
し

て
は
使
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
期
に
お
い
て

は
、
状
況
が
違
っ
て
い
た
。
一
九
四
一
年
六
月
の
独
ソ
開
戦
後
、
英
米
は
、

レ
ン
ド
リ
ー
ス
（
武
器
貸
与
法
）
に
よ
っ
て
大
量
の
物
資
を
ソ
連
に
提
供

し
、
そ
の
戦
争
遂
行
を
援
助
し
た
。
こ
の
際
、
最
大
の
貨
物
量
が
通
っ
た
の

は
、
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
を
出
て
ソ
ビ
エ
ト
極
東
に
船
で
運
ぶ
北
太
平
洋
ル
ー

ト
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
宗
谷
海
峡
を
補
完
す
る
ル
ー
ト
と
し
て
、
間
宮
海

峡
が
活
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
ソ
連
に
と
っ
て
間
宮
海
峡
は
、
両
岸
が
日
本
領
で
あ
る
津
軽
海

峡
、
宗
谷
海
峡
お
よ
び
対
馬
海
峡
を
通
過
す
る
こ
と
な
く
、
ア
メ
リ
カ
西
海

■
■
　
論
文
　
■
■

第
二
次
世
界
大
戦
期
サ
ハ
リ
ン
周
辺
海
域
の
航
行
問
題

兎
内
勇
津
流

岸
か
ら
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
つ
な
が
る
港
で
あ
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
物
資

を
輸
送
す
る
ル
ー
ト
と
し
て
、
大
き
な
戦
略
的
意
味
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
日
本
に
し
て
み
る
と
、
同
盟
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
と
の
戦
争
を
援
助

す
る
物
資
、
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
敗
戦
後
は
対
日
戦
の
準
備
に
宛
て
ら
れ
る

物
資
が
、
領
土
の
す
ぐ
脇
を
大
量
に
通
過
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し

か
し
、
太
平
洋
戦
争
、
あ
る
い
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で

汗
牛
充
棟
と
い
う
べ
き
多
く
の
研
究
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

の
文
献
で
、
戦
時
中
に
ソ
連
が
間
宮
海
峡
に
航
路
を
確
保
し
、
レ
ン
ド
リ
ー

ス
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
物
資
を
輸
送
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た

も
の
は
、
こ
れ
ま
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
ソ
連
・
ロ
シ
ア
側
に
お
い
て
も
、
こ
の
事
業
に
は
、
軍
だ
け
で
な

く
運
輸
部
門
な
ど
多
数
の
人
々
が
関
係
し
た
に
違
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
長
年
、
軍
事
機
密
と
し
て
封
印
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
八
年
に
出
版
さ

れ
た
サ
ハ
リ
ン
史
の
通
史
も
、
七
百
ペ
ー
ジ
を
超
す
大
冊
に
も
か
か
わ
ら
ず

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
い
る（

3
）。

日
ソ
戦
争
を
扱
っ
た
最
近
の
研
究

で
あ
る
ボ
リ
ス
・
ス
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
『
日
ソ
戦
争
へ
の
道
：
ノ
モ
ン

ハ
ン
か
ら
千
島
占
領
ま
で
』（
共
同
通
信
社
、
一
九
九
九
年
）
に
も
、
キ
リ
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ル
・
チ
ェ
レ
フ
コ
と
ア
レ
ク
セ
イ
・
キ
リ
チ
ェ
ン
コ
の
共
著
『
ソ
日
戦
争

（
一
九
四
五
年
八
月
九
日
―
九
月
二
日
）：
秘
密
解
除
さ
れ
た
文
書
』（
モ
ス

ク
ワ
、
二
〇
〇
六
年
）（

4
）に

も
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
言
及
は
な
い
。
し
か
し
、

一
九
九
〇
年
代
の
な
か
ば
以
降
、
間
宮
海
峡
の
航
路
掘
削
と
通
航
に
つ
い
て

言
及
す
る
文
献
が
い
く
つ
か
現
れ
た（

5
）。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
ロ
シ
ア
側
文
献
に
よ
っ
て
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
開

始
さ
れ
た
間
宮
海
峡
航
路
掘
削
事
業
と
、
大
戦
時
の
間
宮
海
峡
航
路
の
状
況

を
述
べ
、
次
い
で
、
こ
の
こ
と
が
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
何
を
意
味
し
た
か

に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
、
ソ
連
に
よ
る
間
宮
海
峡
の
航
路
掘
削

　

ア
ム
ー
ル
河
口
潟
に
航
路
を
設
定
す
る
事
業
は
、
一
九
三
六
年
八
月
一
一

日
の
労
働
国
防
委
員
会
決
定
に
始
ま
る
。
こ
の
決
定
は
、
ア
ム
ー
ル
河
畔
に

建
設
が
始
ま
っ
て
い
た
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
か
ら
、
ニ
コ
ラ

エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
と
ア
ム
ー
ル
河
口
潟
を
通
っ
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
と
日
本
海
へ
の
航
路
を
設
置
す
る
こ
と
を
内
務
人
民
委
員
部
に
課
す
も
の

だ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
七
〇
人
の
技
術
者
が
招
集
さ
れ
、
ま
た
、
五
百
人

規
模
の
現
地
調
査
隊
が
組
織
さ
れ
た（

6
）。

　

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
は
、
一
九
三
二
年
に
建
設
が
始
ま
っ

た
都
市
で
あ
る
。
こ
の
少
し
前
、
一
九
三
一
年
に
日
本
は
満
州
事
変
を
起
こ

し
、
翌
一
九
三
二
年
に
満
州
国
が
成
立
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ソ
連
極
東
部

は
、
長
大
な
範
囲
で
日
本
の
勢
力
圏
と
境
を
接
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
ソ
連
は
、
対
日
関
係
を
必
要
以
上
に
緊
張
さ
せ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
つ

つ
、
日
本
と
の
間
で
武
力
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
備
え
、
そ
の
国
境
線
や
海

岸
線
か
ら
離
れ
た
場
所
に
工
業
拠
点
を
持
つ
こ
と
が
戦
略
的
に
必
要
と
考
え

た
こ
と
が
、
こ
の
都
市
を
建
設
し
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

　

コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
は
、
ア
ム
ー
ル
河
を
下
れ
ば
ニ
コ
ラ

エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
を
通
っ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
連
絡
し
、
遡
上
す

れ
ば
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
や
ス
レ
チ
ェ
ン
ス
ク
に
通
じ
る
位
置
に
あ
る
。
さ
ら

に
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
近
郊
ヴ
ォ
ロ
チ
ャ
エ
フ
カ
駅
か
ら
の
鉄
道
支
線
が
建
設
さ

れ
、
一
九
三
六
年
に
開
通
し
た
。
造
船
所
、
航
空
機
工
場
、
冶
金
工
場
が
建

設
さ
れ（

7
）、

造
船
所
で
は
、
巡
洋
艦
二
隻
の
建
造
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
巡
洋

艦
を
外
海
に
出
す
た
め
に
、
ア
ム
ー
ル
河
口
潟
水
路
の
掘
削
は
必
須
の
事
業

だ
っ
た
。

　

一
九
三
七
年
六
月
ま
で
に
、
水
路
の
設
計
と
施
工
を
担
当
す
る
事
業
所
の

編
成
が
始
ま
っ
た
。
内
務
人
民
委
員
部
第
二
〇
一
号
建
設
部
で
あ
る
。
内
務

省
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
矯
正
労
働
収
容
所
が
工
事
を
担
当
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
僻
遠
の
地
に
労
働
者
を
派
遣
し
、
か
つ
秘
密
を
保
持
す
る
上

で
都
合
が
よ
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建
設
部
の
本
部
は
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス

ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
に
置
か
れ
た
。

　

一
九
三
七
年
八
月
三
日
付
け
の
国
防
委
員
会
決
定
第
七
七
с
с
号
は
、
建

設
部
の
課
題
を
拡
張
し
た
。
間
宮
海
峡
を
通
っ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
日
本
海

を
結
ぶ
深
度
の
あ
る
航
路
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
太
平
洋
艦
隊
が
同
海

峡
を
通
過
し
て
大
陸
と
サ
ハ
リ
ン
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
コ
ル
ィ
マ
と
を
往
き

来
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
港
の
能
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力
を
高
め
、
ア
ム
ー
ル
河
下
流
部
を
通
っ
て
外
洋
船
が
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク

と
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
デ
・
カ
ス
ト
リ
湾
か
ら
キ
ジ
ー
湖
を
通
っ
て
ア
ム
ー
ル

河
に
入
る
運
河
を
建
設
す
る
案
の
検
討
が
、
内
務
人
民
委
員
部
水
利
建
設
部

に
委
託
さ
れ
た
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー

レ
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
の
間
の
航
路
は
、
ア
ム
ー
ル
河
口
潟
を
通
る
必
要

が
な
く
な
り
、
大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
規
模
な
工

事
が
必
要
に
な
る
こ
と
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
の
出
口
に
は
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
ア
ム
ー
ル
河
か
ら
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
の
航
路
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
他
、
第
二
〇
一
号
建
設
部
は
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア

ム
ー
レ
に
お
け
る
船
舶
修
理
工
場
の
建
設
の
ほ
か
、
そ
れ
を
動
か
す
た
め
の

発
電
所
の
建
設
、
さ
ら
に
は
住
宅
や
、
保
健
・
文
化
施
設
等
の
建
設
ま
で
に

な
う
こ
と
と
さ
れ
た（

8
）。

　

こ
の
工
事
が
完
成
す
れ
ば
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
は
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
や
ソ
ヴ
ィ
エ
ツ
カ
ヤ
・
ガ
ヴ
ァ
ニ
と
と
も
に
、
北
極
海
航

路
の
終
点
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
た
。
ま
た
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
フ
ス
ク
、
ヴ
ェ
レ
シ
チ
ャ
ギ
ノ（

9
）間

に
計
画
さ
れ
て
い
た
鉄
道
と
接
続

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ハ
リ
ン
の
石
炭
、
石
油
な
ど
の
資
源
利
用
を
促
進

し
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
に
こ
れ
を
利
用
し
た
工
業
を
展
開

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
技
師
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ジ
ュ
ー
リ
ン

（
一
八
九
一
―
一
九
六
二
）（

10
）が

指
導
し
た
内
務
人
民
委
員
部
の
委
員
会
は
、

問
題
を
検
討
し
て
、
以
下
の
工
事
を
行
う
こ
と
と
し
た
（
図
１
を
参
照
）。

・
ピ
ラ
ミ
フ
島
の
標
識
か
ら
ア
ム
ー
ル
河
口
標
識
ま
で
南
北
方
向
の
水
路
を

六
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
掘
削
す
る
（
南
水
路
）

・
ア
ム
ー
ル
河
の
砂
州
を
、
か
な
り
水
量
の
少
な
い
、
い
わ
ゆ
る
東
水
路
に

沿
っ
て
掘
削
す
る
。
そ
の
た
め
に
一
〇
六
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
を
掘
削
す
る

ほ
か
、
そ
こ
に
砂
が
入
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
突
堤
と
ダ
ム
を
築
く
。
突
堤
の

延
長
は
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
掘
削
区
間
の
延
長
は
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。

・
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
と
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー

レ
の
間
に
流
入
す
る
大
き
な
支
流
に
対
し
て
水
路
掘
削
を
行
う
。
掘
削
量
は 図１　アムール河口潟水路図
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二
五
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
。

・
河
川
・
海
洋
の
す
べ
て
の
対
象
水
路
が
一
日
中
通
行
可
能
と
な
る
よ
う
、

航
法
援
助
標
識
を
設
置
す
る
。

　

こ
の
報
告
を
基
礎
に
計
画
概
要
が
策
定
さ
れ
た
が
、
国
防
委
員
会
決
定
第

七
七
с
с
号
は
、
技
術
計
画
の
政
府
承
認
期
限
を
一
九
三
八
年
一
月
一
日
、

工
事
の
完
成
時
期
を
、
巡
洋
艦
の
完
成
予
定
で
あ
る
一
九
四
〇
年
ま
で
と
し

た
。
総
工
費
は
、
四
億
六
五
五
〇
万
ル
ー
ブ
ル
と
見
積
も
ら
れ
た
。
こ
う
し

て
工
事
は
着
工
さ
れ
た
が
、
技
術
的
な
基
礎
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
調
査

と
並
行
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
の
が
実
態
で
あ
る
。
未
開
発
の
寒
冷
地
域
で

の
作
業
は
困
難
で
、
そ
の
進
捗
は
芳
し
い
も
の
で
な
か
っ
た
。

　

一
九
三
八
年
一
一
月
一
一
日
、
ソ
連
邦
人
民
委
員
会
議
付
属
国
防
委
員
会

は
、
こ
の
件
に
関
す
る
内
務
人
民
委
員
部
の
定
例
報
告
を
聴
取
し
、
内
務
人

民
委
員
部
と
海
運
人
民
委
員
部
に
、
一
九
三
九
年
に
工
事
を
展
開
す
る
決
議

案
を
提
出
す
る
よ
う
促
し
た
。
こ
の
計
画
は
提
出
さ
れ
た
も
の
の
、
承
認
さ

れ
な
か
っ
た
。
第
二
〇
一
号
建
設
部
は
二
億
五
〇
〇
〇
万
ル
ー
ブ
ル
を
す
で

に
使
っ
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
億
四
二
〇
〇
万
ル
ー
ブ
ル
は
浚
渫
船
の

購
入
に
費
や
さ
れ
、
工
事
の
進
捗
率
は
一
九
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
特
に
、

ア
ム
ー
ル
河
下
流
部
の
掘
削
は
ま
っ
た
く
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

工
事
が
完
成
し
な
け
れ
ば
、
コ
ン
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
で
建
造

中
の
巡
洋
艦
は
就
役
で
き
な
い
。
海
軍
人
民
委
員
ニ
コ
ラ
イ
・
ク
ズ
ネ
ツ
ォ

フ
（
一
九
〇
二
―
一
九
七
四
）
と
、
造
船
人
民
委
員
イ
ヴ
ァ
ン
・
ノ
セ
ン
コ

（
一
九
〇
二
―
一
九
五
六
）
は
、
一
九
四
一
年
一
月
に
、
共
産
党
書
記
長
ヨ

シ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
（
一
八
七
九
―
一
九
五
三
）、
ソ
連
人
民
委
員
会
議
議

長
ヴ
ャ
チ
ェ
ス
ラ
フ
・
モ
ロ
ト
フ
（
一
八
九
〇
―
一
九
八
六
）、
国
防
委
員

会
議
長
ク
リ
メ
ン
ト
・
ヴ
ォ
ロ
シ
ー
ロ
フ
元
帥
（
一
八
八
六
―
一
九
六
九
）、

共
産
党
中
央
委
員
会
書
記
ア
ン
ド
レ
イ
・
ジ
ダ
ー
ノ
フ
（
一
八
九
六
―

一
九
四
八
）
に
あ
て
て
連
名
で
提
出
し
た
報
告
書
に
お
い
て
危
惧
を
表
明

し
、
以
後
、
水
路
掘
削
作
業
計
画
は
ま
っ
た
く
承
認
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
計

画
は
修
正
さ
れ
、
巡
洋
艦
「
カ
リ
ー
ニ
ン
」
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
へ
の
回

航
は
一
九
四
二
年
の
航
行
開
始
期
と
さ
れ
た
。
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
と
ノ
セ
ン
コ

は
、
そ
の
報
告
書
の
中
で
、
巡
洋
艦
の
回
航
期
限
に
間
に
合
う
よ
う
に
す
る

た
め
、
内
務
人
民
委
員
部
に
対
し
て
、
作
業
対
象
区
間
を
通
航
に
必
要
な
区

間
に
限
定
す
る
こ
と
、
航
路
を
変
更
し
て
も
と
も
と
水
深
が
あ
る
部
分
を
通

す
こ
と
を
求
め
た
。
ま
た
、
間
宮
海
峡
に
つ
い
て
、
そ
の
掘
削
を
不
可
欠
と

し
、
東
航
路
と
サ
ハ
リ
ン
航
路
に
、
干
潮
時
に
お
い
て
六
メ
ー
ト
ル
の
水
深

を
確
保
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　

一
九
四
一
年
八
月
、
内
務
人
民
委
員
部
は
、
航
路
に
要
求
す
る
水
深
を
一

メ
ー
ト
ル
浅
く
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
計
画
の
実
現
性
に
大
き

く
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
海
軍
人
民
委
員
部
建
艦
局
と
造
船
所
が
協
力

し
巡
洋
艦
の
回
航
時
の
吃
水
を
さ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
が
可
能
と
な
っ

た
。
こ
の
少
し
前
、
六
月
二
二
日
に
独
ソ
戦
が
勃
発
し
て
お
り
、
緊
急
性
が

高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う（

11
）。

　

一
九
四
一
年
八
月
二
日
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
で
、
第

二
〇
一
号
建
設
部
の
事
業
計
画
に
関
し
て
、
造
船
所
や
海
軍
の
関
係
者
を
交

え
た
協
議
会
が
開
か
れ
た
。
こ
の
席
で
、
航
路
の
幅
を
当
初
の
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
か
ら
、
ア
ム
ー
ル
河
の
水
路
で
は
幅
八
〇
メ
ー
ト
ル
、
ア
ム
ー
ル
河
口
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潟
で
は
幅
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
縮
小
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

掘
削
量
は
五
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
削
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
第
二
〇
一
号
建

設
部
を
防
衛
企
業
に
加
え
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
戦
時
に
お
い
て
必
要
な

燃
料
、
資
材
、
機
材
、
人
材
の
確
保
を
容
易
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
同
月
、

第
二
〇
一
号
建
設
部
の
所
長
に
С
・
カ
ル
ガ
ノ
フ
が
任
命
さ
れ
、
ジ
ュ
ー
リ

ン
の
委
員
会
の
計
画
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、
一
二
月
に
新
し
い
提
案
が
取

り
ま
と
め
ら
れ
た
。
ア
ム
ー
ル
河
下
流
部
の
掘
削
量
は
十
分
の
一
に
削
減
さ

れ
、
予
定
工
期
に
間
に
合
う
こ
と
が
実
現
性
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

一
九
四
二
年
一
月
、
内
務
人
民
委
員
部
は
、
提
案
を
М
・
グ
リ
シ
ン
を
議

長
と
す
る
専
門
家
委
員
会
に
送
付
し
、
そ
の
承
認
を
得
て
、
内
務
人
民
委
員

部
決
定
第
五
七
七
с
с
号
と
し
て
採
択
し
た
。
同
年
八
月
ま
で
に
工
事
は
完

了
し
、
巡
洋
艦
「
カ
リ
ー
ニ
ン
」
は
、
艤
装
と
試
験
の
た
め
八
月
二
五
日
に

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
回
航
さ
れ
た
。
第
二
〇
一
号
建
設
部
は
こ
こ
で
解
散

し
、
工
事
に
使
用
し
た
機
材
は
、
以
後
活
用
さ
れ
ず
に
埋
も
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
掘
削
し
た
水
路
に
は
た
ち
ま
ち
多
量
の
砂
が
堆
積
す
る
た
め
、
航

路
を
維
持
す
る
に
は
、
多
く
の
労
力
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
が
、
独
ソ
戦
の
さ
な
か
に
、
多
数
の
人
員
や
大
き
な
資
金
を
割
い
て
ま
で

航
路
を
維
持
す
る
用
意
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う（

12
）。

　

し
か
し
、
こ
の
間
、
一
九
四
一
年
六
月
の
独
ソ
戦
開
始
、
そ
し
て
同
年

一
二
月
の
日
米
開
戦
に
よ
っ
て
、
ソ
連
の
太
平
洋
沿
岸
航
路
を
め
ぐ
る
状
況

は
大
き
く
変
化
し
た
。
ア
ム
ー
ル
河
口
潟
航
路
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
、

改
め
て
そ
の
確
保
・
拡
充
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ソ
連
邦
国
家
国
防
委
員
会
は
、
一
九
四
三
年
五
月
三
一
日
の
決
定
に
お

い
て
、
サ
ハ
リ
ン
航
路
を
早
急
に
設
定
し
、
ソ
連
領
海
内
の
海
峡
地
帯
に

航
法
援
助
施
設
を
整
備
す
る
課
題
を
提
起
し
た
。
海
軍
人
民
委
員
ニ
コ
ラ

イ
・
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
は
、
一
九
四
三
年
六
月
三
日
付
け
の
指
令
第
一
五
六
号

「
タ
タ
ー
ル
海
峡
の
正
常
な
航
行
を
確
保
す
る
方
策
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、

太
平
洋
艦
隊
司
令
官
の
イ
ヴ
ァ
ン
・
ユ
マ
ー
シ
ェ
フ
中
将
（
一
八
八
五
ー

一
九
七
二
）
に
、
関
係
官
庁
と
分
担
協
力
し
て
こ
の
課
題
を
実
現
す
る
よ
う

指
示
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
海
運
人
民
委
員
部
は
、
間
宮
海
峡
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す

る
た
め
、
六
月
一
〇
日
ま
で
に
全
航
路
の
航
法
援
助
施
設
を
再
稼
働
さ
せ
、

八
月
一
日
ま
で
に
必
要
な
補
充
施
設
を
整
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
千
島
列
島

第
一
海
峡
の
ソ
連
領
海
内
に
、
昼
夜
と
気
象
条
件
を
問
わ
ず
に
安
全
に
通
航

で
き
る
よ
う
、
航
法
援
助
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
を
課
さ
れ
た
。

　

海
運
人
民
委
員
部
は
、
間
宮
海
峡
航
路
の
掘
削
に
た
だ
ち
に
着
手
し
、

一
九
四
三
年
九
月
一
〇
日
ま
で
に
最
低
六
・
七
メ
ー
ト
ル
、
一
九
四
四
年
八

月
一
日
ま
で
に
は
最
低
七
・
二
メ
ー
ト
ル
の
水
深
を
確
保
す
る
こ
と
を
課
さ

れ
た
。
ま
た
、
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
キ
ー
、
ナ
ガ
エ
ヴ
ォ

湾
、
モ
ス
カ
リ
ヴ
ォ
湾
、
お
よ
び
サ
ハ
リ
ン
湾
で
、
吃
水
の
上
限
を
越
え
る

荷
を
積
ん
だ
船
か
ら
、
積
み
荷
の
一
部
を
降
ろ
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
指

示
さ
れ
た
。

　

内
務
人
民
委
員
部
は
、
航
路
掘
削
作
業
に
当
た
る
囚
人
労
働
者
を
海
運
人

民
委
員
部
に
提
供
す
る
他
、
合
衆
国
か
ら
ナ
ガ
エ
ヴ
ォ
に
到
着
し
た
貨
物
を

荷
揚
げ
し
、
港
に
保
管
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
向
け
の
船
に
積
み
直
す
作
業

を
自
前
で
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
漁
業
人
民
委
員
部
と
海
運
人
民
委
員
部
、



─ 8 ─

お
よ
び
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
政
府
・
党
組
織
は
、
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
港

で
、
最
低
で
も
同
時
に
三
隻
の
船
の
積
み
替
え
作
業
が
行
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
課
さ
れ
た
。
外
国
貿
易
人
民
委
員
部
は
、
前
述
の
諸
港
で
の
荷
役
作

業
を
機
械
化
す
る
た
め
、
必
要
な
数
の
ク
レ
ー
ン
を
輸
入
物
資
か
ら
抜
き
出

す
こ
と
を
課
さ
れ
た
。
産
業
銀
行
は
、
サ
ハ
リ
ン
航
路
の
件
に
つ
い
て
は
、

全
体
計
画
に
対
し
て
で
は
な
く
、
個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
案
件
に
対
し
て

も
融
資
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　

国
家
国
防
委
員
会
は
、
海
軍
人
民
委
員
部
に
対
し
て
、
海
運
人
民
委
員
部

お
よ
び
北
極
海
航
路
総
局
と
共
同
し
て
、
一
九
四
三
年
七
月
一
五
日
ま
で

に
、
間
宮
海
峡
の
通
年
航
行
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
を
提
出
す

る
よ
う
求
め
る
と
決
議
し
た
。

　

海
軍
人
民
委
員
ニ
コ
ラ
イ
・
ク
ズ
ネ
ツ
ォ
フ
は
、
現
地
の
水
先
案
内
の
体

制
を
強
化
し
、
航
行
安
全
規
則
の
補
充
に
つ
い
て
海
運
人
民
委
員
部
と
の
調

整
を
行
う
と
と
も
に
、
航
路
運
用
に
際
し
て
必
要
と
な
る
設
備
に
つ
い
て

調
査
を
指
示
し
、
無
線
標
識
や
灯
火
標
識
な
ど
航
法
援
助
設
備
の
充
実
を
は

か
っ
た
。

　

リ
バ
テ
ィ
船（

13
）の

ア
ム
ー
ル
河
口
潟
通
航
を
確
保
す
る
た
め
、
水
路
部
で

は
水
先
案
内
の
特
別
体
制
が
敷
か
れ
た
。
一
九
四
三
年
の
航
行
期
開
始
に
向

け
て
、
東
サ
ハ
リ
ン
航
路
で
は
航
路
を
発
光
ブ
イ
で
囲
み
、
水
位
観
測
所
網

と
観
測
所
間
を
結
ぶ
通
信
設
備
が
設
け
ら
れ
た
。
太
平
洋
艦
隊
は
、
建
設
部

隊
を
二
隊
編
成
し
て
コ
マ
ン
ド
ル
諸
島
と
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
派
遣
し
、
沿
岸

標
識
や
軍
事
水
先
案
内
人
哨
所
な
ど
の
施
設
を
建
設
し
た
。
航
路
の
掘
削
は

海
運
人
民
委
員
部
の
担
当
だ
っ
た
。
一
九
四
三
年
七
月
初
旬
に
、
海
運
人
民

委
員
部
指
令
第
二
一
八
号
に
よ
り
、
掘
削
作
業
を
実
施
す
る
「
ソ
ユ
ズ
ド
ノ

ト
レ
ス
ト
」
は
航
路
総
局
「
ツ
モ
ル
プ
ー
チ
」
に
改
組
さ
れ
、
そ
の
極
東
支

部
「
ダ
リ
モ
ル
プ
ー
チ
」
が
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
に
設
け
ら

れ
て
、
航
路
の
掘
削
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
年
ま
で
第
二
〇
一
号
建

設
部
が
使
用
し
て
い
た
機
材
は
ト
レ
ス
ト
「
ダ
リ
テ
フ
フ
ロ
ー
ト
」
に
集
め

ら
れ
、
掘
削
作
業
に
使
用
さ
れ
た
。
航
路
幅
は
六
〇
メ
ー
ト
ル
、
水
深
は
六

メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
た
が
、
掘
削
し
た
あ
と
か
ら
土
砂
が
継
続
し
て
入
る
こ
と

か
ら
、
ど
の
水
路
で
も
二
、三
隻
の
浚
渫
船
が
継
続
し
て
稼
働
し
、
船
が
通

航
す
る
時
だ
け
そ
の
作
業
を
中
断
し
た
。

　

こ
う
し
て
大
型
輸
送
船
が
間
宮
海
峡
を
自
力
で
通
過
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
通
航
に
当
た
っ
て
は
軍
事
水
先
案
内
人
が
搭
乗
し
、
ま

た
、
航
路
を
そ
れ
る
と
た
ち
ま
ち
航
路
を
塞
ぐ
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
船

団
を
組
ま
ず
、
最
低
〇
・
五
海
里
の
間
隔
を
お
い
て
単
独
で
通
航
さ
せ
た
。

大
型
船
の
通
航
は
、
秋
の
嵐
の
前
、
も
し
く
は
、
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か

け
て
全
面
結
氷
し
て
浚
渫
船
が
稼
働
で
き
な
く
な
る
ま
で
行
わ
れ
た
。

　

こ
う
し
て
、
一
九
四
三
年
に
お
い
て
は
、
日
本
海
軍
の
臨
検
を
受
け
る
こ

と
の
な
い
間
宮
海
峡
を
航
路
に
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

極
東
の
諸
港
に
、
前
年
の
七
％
増
し
の
、
二
四
三
万
八
千
ト
ン
の
物
資
を
運

ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
四
四
年
の
間
の
冬
は
、
砕
氷
船

団
が
三
隻
に
強
化
さ
れ
た
お
か
げ
で
、
輸
入
物
資
を
積
ん
だ
二
六
一
隻
の
輸

送
船
に
宗
谷
海
峡
を
通
過
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
九
四
四
年
に
は
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
で
建
造
さ
れ
た

二
隻
目
の
巡
洋
艦
「
ラ
ザ
リ
・
カ
ガ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
」
が
、
ア
ム
ー
ル
河
の
水
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位
が
上
が
る
八
月
を
期
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
回
航
さ
れ
た
。
同
年
に
お

い
て
は
、
輸
入
貨
物
の
増
加
と
、
貨
物
の
秘
匿
性
を
高
め
る
必
要
か
ら
、
間

宮
海
峡
を
通
る
サ
ハ
リ
ン
航
路
の
意
義
が
よ
り
大
き
く
な
っ
た
。

　

一
九
四
五
年
の
航
海
期
に
お
い
て
は
、
ア
ム
ー
ル
下
流
域
の
結
氷
状
況

が
、
航
海
の
開
始
を
遅
ら
せ
た
。
航
路
の
開
通
は
五
月
一
九
日
だ
っ
た
が
、

対
日
戦
争
を
準
備
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
地
船
団
は
、
軍
需
物
資
、

燃
料
、
食
糧
の
転
送
に
追
わ
れ
た
。
極
東
海
運
会
社
に
は
、
海
運
人
民
委
員

部
に
所
属
す
る
船
舶
の
過
半
数
に
当
た
る
一
九
〇
隻
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
積

載
量
の
合
計
は
一
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
て
い
た
。
一
九
四
五
年
六
―
七
月

は
、
サ
ハ
リ
ン
北
西
岸
と
モ
ス
カ
リ
ヴ
ォ
港
へ
の
輸
送
が
多
か
っ
た
が
、
そ

こ
は
、
第
二
極
東
戦
線
第
五
六
狙
撃
兵
団
の
集
結
地
だ
っ
た
。
ア
ム
ー
ル
河

口
潟
の
航
路
を
通
っ
て
、
北
サ
ハ
リ
ン
に
八
万
ト
ン
の
貨
物
と
四
千
人
の
兵

員
が
送
ら
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
間
宮
海
峡
は
レ
ン
ド
リ
ー
ス
物
資
の
輸
送
経
路
と
し
活

用
さ
れ
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
を
通
過
し
た
貨
物
船
の
数
や
、
貨
物
の
輸
送
量

に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
資
料
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
し

か
し
、
ザ
イ
ツ
ェ
フ
は
、
こ
の
事
業
は
軍
艦
回
航
に
役
立
っ
た
だ
け
で
な

く
、
独
ソ
戦
の
補
給
に
も
役
立
ち
、
大
祖
国
戦
争
の
勝
利
に
絶
大
な
貢
献
が

あ
っ
た
と
高
く
評
価
す
る（

14
）。

　

ア
ム
ー
ル
河
口
潟
の
海
運
を
確
保
す
る
作
業
は
一
九
四
七
年
ま
で
継
続
さ

れ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結

し
、
ソ
連
が
千
島
列
島
と
サ
ハ
リ
ン
島
全
体
を
占
領
し
、
宗
谷
海
峡
を
自
由

に
通
航
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
間
宮
海
峡
に
航
路
を
確
保
す
る
必
要

性
が
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
以
上
の
こ
と
と
若
干
重
複
す
る
と
こ

ろ
が
あ
る
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
間
宮
海
峡
航
路
の
意
義
を
確
認

す
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
お
け
る
間
宮
海
峡
航
路
の
意
義

　

第
二
次
世
界
大
戦
は
、
一
九
三
九
年
九
月
一
日
に
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド

に
侵
攻
し
た
時
に
始
ま
る
。
こ
の
直
前
、
一
九
三
九
年
八
月
二
三
日
に
は
、

独
ソ
不
可
侵
条
約
が
結
ば
れ
て
い
る
。
ソ
連
は
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
対

決
を
避
け
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
勢
力
分
割
を
互
い
に
認
め
あ
っ
て
、
勢
力
拡

大
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ソ
連
の
対
英
米
関
係
は
冷
却
し

て
い
た
。
一
方
、
満
州
と
モ
ン
ゴ
ル
の
国
境
地
帯
で
は
、
こ
の
年
五
月
以
降

ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
が
起
こ
り
、
日
本
軍
と
ソ
連
軍
が
武
力
衝
突
し
て
、
日
本

軍
が
撃
退
さ
れ
て
い
た
。
九
月
に
休
戦
協
定
が
結
ば
れ
て
紛
争
は
終
結
し
た

が
、
日
本
軍
は
、
極
東
ソ
連
軍
が
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
を
認
識
せ
ざ
る
を

得
ず
、
安
易
に
対
ソ
戦
に
踏
み
切
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

　

一
九
四
〇
年
九
月
、
日
本
は
日
独
伊
三
国
同
盟
を
締
結
す
る
が
、
こ
れ

は
、
日
本
の
対
英
米
関
係
を
非
常
に
悪
化
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
後
日

本
は
、
一
九
四
一
年
四
月
、
ソ
連
と
日
ソ
中
立
条
約
を
締
結
す
る
。
以
上
の

外
交
を
主
導
し
た
松
岡
洋
右
（
一
八
八
〇
―
一
九
四
六
）
の
ス
タ
ン
ス
は
必

ず
し
も
一
貫
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
日
本
と
ド
イ
ツ
に
は
、
三
国
同
盟
を

将
来
的
に
は
、
日
独
伊
に
ソ
連
を
加
え
た
四
国
同
盟
に
広
げ
る
こ
と
を
考
え

る
向
き
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
一
九
四
一



─ 10 ─

年
六
月
二
二
日
、
ド
イ
ツ
が
対
ソ
戦
を
開
始
し
、
四
国
同
盟
は
不
可
能
に

な
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
は
、
第
二
次
大
戦
当
初
中
立
を
宣
言
し
た
が
、
一
九
三
九
年

一
一
月
に
中
立
法
を
改
正
し
て
英
仏
へ
の
武
器
供
与
を
開
始
し
、
一
九
四
一

年
三
月
に
は
レ
ン
ド
リ
ー
ス
法
を
成
立
さ
せ
て
、
連
合
諸
国
に
対
す
る
支
援

を
強
化
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
四
一
年
四
月
に
日
ソ
中
立
条
約
が
締

結
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
米
ソ
関
係
は
一
時
冷
却
す
る（

15
）。

し
か
し
、
同
年
六

月
二
二
日
に
ド
イ
ツ
が
ソ
連
に
侵
攻
し
て
独
ソ
戦
が
始
ま
る
と
、
ア
メ
リ
カ

の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
（
一
八
八
二
―
一
九
四
五
）

は
、
た
だ
ち
に
ソ
連
へ
の
武
器
・
軍
需
物
資
等
を
供
与
す
る
用
意
が
あ
る
こ

と
を
表
明
し
、
ハ
リ
ー
・
ホ
プ
キ
ン
ス
（
一
八
九
〇
―
一
九
四
六
）
を
特
使

と
し
て
モ
ス
ク
ワ
に
派
遣
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
会
談
さ
せ
た
。
八
月
に
は
、

ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と
イ
ギ
リ
ス
首
相
ウ
ィ
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル（
一
八
七
四

―
一
九
六
五
）
が
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
島
沖
の
戦
艦
「
プ
リ
ン
ス
・

オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
で
会
談
し
、
大
西
洋
憲
章
を
発
し
て
戦
争
目
的
を
提

示
す
る
と
、
一
部
留
保
を
つ
け
な
が
ら
も
ソ
連
は
そ
の
支
持
を
表
明
し
た
。

翌
九
月
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
に
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
代
表
が
集
ま
り
、
物

資
援
助
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
た（

16
）。

そ
し
て
一
〇
月
に
議
定
書
が
と
り
ま
と

め
ら
れ
、
対
ソ
物
資
援
助
は
次
第
に
本
格
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
大
戦
を
通
じ
て
ソ
連
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
受

け
取
っ
た
物
資
は
、
戦
闘
機
、
輸
送
機
な
ど
の
航
空
機
、
戦
車
、
軍
艦
や
輸

送
艦
な
ど
の
船
舶
、
鉄
道
車
両
、
自
動
車
、
石
油
、
化
学
製
品
、
非
鉄
金
属

な
ど
の
工
業
材
料
、
弾
薬
、
無
線
機
器
、
食
糧
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。
こ

れ
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
国
土
の
重
要
部
分
を
占
領
さ
れ
、
多
大
な
人
的
、
物

的
損
失
に
よ
っ
て
経
済
基
盤
に
大
打
撃
を
蒙
っ
た
ソ
連
に
と
っ
て
、
ド
イ
ツ

の
攻
撃
を
も
ち
こ
た
え
て
、
反
攻
に
転
じ
る
こ
と
が
で
き
た
大
き
な
要
因
で

あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
も
、
こ
の
大
戦
に
際
し
て
レ

ン
ド
リ
ー
ス
に
よ
る
物
資
提
供
に
費
や
し
た
金
額
は
四
九
一
億
ド
ル
に
お
よ

び
、
戦
費
全
体
の
一
四
・
九
％
に
当
た
る
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
ソ
連
が
受

領
し
た
分
は
、
そ
の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
と
い
う（

17
）。

　

物
資
の
輸
送
手
段
と
し
て
は
、
航
空
機
な
ど
空
輸
さ
れ
た
も
の
も
あ
る

が
、
重
量
の
あ
る
も
の
は
当
然
、
海
路
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
。
一
九
四
一
年

秋
以
降
一
九
四
五
年
ま
で
の
間
に
ソ
連
が
レ
ン
ド
リ
ー
ス
に
よ
っ
て
海
路
で

受
け
取
っ
た
物
資
は
、
全
部
で
一
七
〇
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
。
輸
送
経
路
と

し
て
は
、
大
西
洋
か
ら
ノ
ル
ウ
ェ
ー
沖
を
通
過
し
て
ム
ル
マ
ン
ス
ク
方
面
に

向
か
う
北
ロ
シ
ア
ル
ー
ト
、
イ
ン
ド
洋
か
ら
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
入
り
、
イ
ラ
ン

の
港
で
荷
揚
げ
し
て
北
上
す
る
ル
ー
ト
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
太
平
洋
を
横
断

し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
な
ど
で
荷
揚
げ
す
る
極
東
ル
ー
ト
経
由
が
八
二
〇
万

ト
ン
余
り
で
、
ほ
ぼ
半
分
を
占
め
る
最
大
の
ル
ー
ト
だ
っ
た（

18
）。

　

対
ソ
戦
を
開
始
し
た
ド
イ
ツ
は
、
日
本
に
対
し
て
も
対
ソ
開
戦
を
期
待
し

た
。
ソ
連
は
日
本
の
仮
想
敵
国
と
さ
れ
て
お
り
、
田
中
新
一
参
謀
本
部
作
戦

部
長
（
一
八
九
三
―
一
九
七
六
）
な
ど
対
ソ
開
戦
論
者
が
い
た
の
だ
が
、
他

方
で
、
精
強
な
軍
を
投
入
し
な
が
ら
強
力
な
反
攻
を
受
け
て
失
敗
に
終
わ
っ

た
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
の
教
訓
は
記
憶
に
新
し
く
、
ま
た
、
海
軍
は
対
ソ
開
戦

に
否
定
的
だ
っ
た
。
独
ソ
戦
の
行
方
に
つ
い
て
も
、
陸
軍
の
中
部
で
は
短
期

で
ド
イ
ツ
が
勝
利
す
る
と
い
う
見
方
と
、
持
久
戦
に
陥
る
と
い
う
と
い
う
見
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方
の
両
方
が
あ
っ
た
。
結
局
、
当
面
日
ソ
中
立
条
約
を
維
持
し
つ
つ
、
七
月

に
は
「
関
特
演
」
を
満
州
で
行
っ
て
ソ
連
の
出
方
と
独
ソ
戦
の
行
方
を
見
極

め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
一
方
で
南
進
政
策
に
踏
み
出
し
て
南
部
仏
印
を
占

領
し
た
。
そ
の
後
、
八
月
に
は
北
進
政
策
が
と
り
あ
え
ず
見
送
ら
れ
、
対
米

戦
の
方
向
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た（

19
）。

　

独
ソ
戦
の
勃
発
は
、
日
ソ
関
係
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ソ
連

は
、
ド
イ
ツ
の
同
盟
国
で
あ
る
日
本
の
進
攻
を
警
戒
し
、
極
東
の
港
湾
周
辺

に
航
行
危
険
地
域
を
設
定
し
、
機
雷
を
敷
設
し
て
攻
撃
に
備
え
た
。
そ
の

機
雷
の
一
部
は
日
本
海
に
流
出
し
、
触
雷
し
た
客
船
気
比
丸
が
沈
没
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
生
じ
た
。
日
本
は
ソ
連
政
府
に
対
応
を
求
め
た

が
、
ソ
連
側
は
自
国
の
機
雷
が
原
因
と
認
め
ず
、
日
本
側
も
、
中
立
条
約
の

維
持
を
望
む
立
場
か
ら
、
こ
の
問
題
に
深
入
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（

20
）。

同

年
一
二
月
八
日
、
日
本
は
ハ
ワ
イ
の
真
珠
湾
攻
撃
を
行
い
、
太
平
洋
戦
争
を

開
始
し
た
。
日
本
は
、
ソ
連
の
同
盟
国
で
あ
る
英
米
を
敵
と
し
た
わ
け
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
は
た
だ
ち
に
第
二
次
世
界
大
戦
に
参
戦
し
、
ま
た
、
レ
ン
ド

リ
ー
ス
に
よ
る
連
合
諸
国
の
支
援
も
強
化
し
た
。

　

日
米
開
戦
に
よ
り
、
日
本
は
そ
の
領
土
沿
岸
に
一
二
箇
所
の
防
禦
海
面
を

設
定
し
、
日
本
海
軍
の
特
許
に
よ
り
航
路
の
指
定
を
受
け
た
船
舶
を
除
い
て

一
般
船
舶
の
通
航
を
禁
止
し
た
。
津
軽
海
峡
、
宗
谷
海
峡
と
も
こ
の
防
禦
海

面
に
含
ま
れ
る
が
、
宗
谷
海
峡
の
み
、
日
中
、
幅
二
海
里
の
水
路
を
開
放
す

る
こ
と
と
し
た（

21
）。

ま
た
、
開
戦
の
際
、
上
海
な
ど
中
国
諸
港
に
停
泊
し
て
い

た
ソ
連
船
が
一
時
抑
留
さ
れ
、
さ
ら
に
香
港
で
は
損
傷
し
て
即
死
者
三
人
を

出
す
と
い
う
事
態
も
生
じ
、
順
次
解
決
し
た
件
も
あ
る
が
、
延
引
し
て
進
ま

な
か
っ
た
件
も
残
っ
た（

22
）。

　

一
九
四
二
年
四
月
に
、
日
本
は
ソ
連
に
対
し
て
、
日
本
海
と
ア
メ
リ
カ
や

カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
間
を
通
る
ソ
連
船
舶
に
つ
い
て
、
作
戦
上
の
問
題
と
安
全

の
見
地
か
ら
、
日
本
近
海
の
一
定
区
域
に
入
ら
な
い
よ
う
勧
告
し
、
そ
れ

に
従
わ
な
い
船
に
対
し
て
は
発
見
の
都
度
臨
検
を
行
っ
た（

23
）。

一
九
四
三
年

四
月
、
日
本
海
軍
は
宗
谷
海
峡
を
航
行
し
た
ソ
連
船
カ
メ
ネ
ツ
・
ポ
ド
ル

ス
ク
号 

と
イ
ン
グ
ル
号
を
臨
検
し
、
日
米
開
戦
後
に
米
国
か
ら
ソ
連
に
転

籍
し
た
船
の
疑
い
が
強
い
と
し
て
約
二
ヶ
月
間
抑
留
、
六
月
に
は
同
じ
嫌
疑

で
ノ
ギ
ン
号
を
抑
留
し
た
が
、
一
ヶ
月
余
り
後
に
解
放
し
た
。
こ
の
間
、
ソ

連
政
府
は
、
ど
の
船
も
完
全
な
ソ
連
船
で
禁
制
品
を
積
載
し
た
こ
と
は
な
い

の
で
抑
留
は
不
当
で
あ
る
と
、
ヤ
コ
フ
・
マ
リ
ク
駐
日
大
使
（
一
九
〇
六
―

一
九
八
〇
）
を
通
じ
て
日
本
政
府
に
抗
議
し
た（

24
）。

　

か
つ
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
ン
セ
ン
は
、
第
二
次
大
戦
中
の
日
ソ
関
係
を

扱
っ
た
研
究
書
を
『
奇
妙
な
中
立
』
と
題
し
た（

25
）。

中
立
国
と
は
言
っ
て
も
、

日
本
は
、
ソ
連
の
交
戦
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
同
盟
国
で
あ
り
、
ソ
連
は
日
本

の
交
戦
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
の
同
盟
国
で
あ
り
な
が
ら
、
互
い

に
国
境
・
水
域
を
接
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
の
日
ソ
関
係
は
、
な
か
な
か

微
妙
な
も
の
を
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
レ
ン
ド
リ
ー
ス
の
太
平

洋
ル
ー
ト
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
っ
た
。
ソ
連
の
極
東
部
で
大
量
の
物
資
を

受
け
取
る
こ
と
の
で
き
る
港
は
、
鉄
道
と
の
接
続
を
考
え
る
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
以
外
に
な
か
っ
た
。
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
な
ら
ば
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
積

み
替
え
て
、
ソ
連
各
地
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
外
に
鉄
道
線
が
通

じ
た
港
と
し
て
は
、
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
や
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
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な
ど
が
あ
る
が
、
ア
ム
ー
ル
河
を
遡
上
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
ア

ム
ー
ル
河
は
大
河
と
は
言
え
、
大
型
貨
物
船
は
そ
れ
を
遡
上
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
る
。

　

大
型
貨
物
船
が
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
か
ら
太
平
洋
を
渡
っ
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
に
達
す
る
に
は
、
日
本
の
管
理
・
監
視
を
受
け
る
宗
谷
海
峡
、
津
軽
海

峡
、
あ
る
い
は
対
馬
海
峡
を
通
航
す
る
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
日
米
開
戦

以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
貨
物
船
は
使
用
で
き
ず
、
ソ
連
船
だ
け
に
頼
っ
て
運
ば

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
上
、
日
本
は
ソ
連
に
対
し
て
も
津
軽
海
峡
の
通

航
を
制
限
し
た
。
対
馬
海
峡
は
遠
回
り
の
上
、
戦
況
の
影
響
を
受
け
る
の

で
、
残
る
は
宗
谷
海
峡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
宗
谷
海
峡
は
オ

ホ
ー
ツ
ク
海
の
流
氷
の
影
響
を
受
け
る
た
め
、
冬
期
は
砕
氷
船
の
先
導
を
必

要
と
し
、
ま
た
日
本
海
軍
の
警
備
艦
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
の
で
あ
る（

26
）。

し

か
し
、
も
し
大
型
貨
物
船
が
間
宮
海
峡
を
通
過
可
能
と
し
、
あ
る
い
は
コ
ム

ソ
モ
リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
ま
で
ア
ム
ー
ル
河
を
遡
上
可
能
と
す
る
な

ら
、
日
本
側
に
探
知
さ
れ
に
く
い
輸
送
ル
ー
ト
を
確
保
で
き
る
こ
と
に
な

る
。
間
宮
海
峡
航
路
は
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
た
。

　

ア
ル
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク
ス
の
研
究
書
に
掲
げ
ら
れ
た
統
計
で
は
、
大
戦

中
を
通
じ
て
ソ
連
に
送
ら
れ
た
レ
ン
ド
リ
ー
ス
物
資
の
う
ち
、
北
ロ
シ
ア

ル
ー
ト
経
由
で
は
七
％
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
経
由
で
は
四
％
が
失
わ
れ
た
が
、
黒

海
ル
ー
ト
と
太
平
洋
ル
ー
ト
は
、
途
中
で
失
わ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
（
〇
％
）
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
太
平
洋
ル
ー
ト
に
も
、
気
象
条
件

や
日
本
の
監
視
な
ど
そ
れ
な
り
の
困
難
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
の
Ｕ

ボ
ー
ト
の
攻
撃
な
ど
に
さ
ら
さ
れ
た
他
ル
ー
ト
と
比
べ
て
、
太
平
洋
経
由
で

極
東
の
港
に
運
ぶ
ル
ー
ト
は
最
も
安
全
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る（

27
）。

四
、
日
本
は
ソ
連
の
間
宮
海
峡
航
路
の
状
況
を
察
知
し
て
い
た
か

　

こ
の
問
題
は
、
高
度
の
軍
事
機
密
が
か
か
わ
る
た
め
、
慎
重
な
判
断
が
必

要
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な
っ
た
史
料
や
研
究
に
お
い
て
、

ソ
連
が
間
宮
海
峡
航
路
を
活
用
し
て
大
量
の
レ
ン
ド
リ
ー
ス
物
資
を
ア
メ
リ

カ
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
、
当
時
の
日
本
政
府
と
軍
が
察
知
し
て
い

た
こ
と
を
示
す
も
の
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
ど
う
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

大
戦
の
途
中
で
撤
退
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
一
九
四
四
年
ま
で
日
本
は
北

樺
太
に
い
く
つ
か
の
拠
点
を
持
ち
、
船
で
往
来
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
西

海
岸
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
に
は
総
領
事
館
が
置
か
れ
、
そ
の
近
郊

ド
ゥ
エ
を
中
心
と
し
て
、
北
樺
太
鉱
業
株
式
会
社
が
、
ソ
連
と
の
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
契
約
の
も
と
石
炭
採
掘
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
東
海
岸
北
部
の
オ

ハ
を
中
心
と
す
る
地
域
で
は
、
北
樺
太
石
油
株
式
会
社
が
、
同
じ
く
コ
ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
の
も
と
で
石
油
を
採
掘
し
て
い
た
。
オ
ハ
に
は
領
事
館
が

設
置
さ
れ
て
い
た（

28
）。

し
か
し
、
上
記
の
日
本
側
拠
点
の
活
動
は
、
一
九
三
〇

年
代
後
半
か
ら
次
第
に
困
難
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
西
海
岸
で
展
開
し
て
い

た
北
樺
太
鉱
業
の
事
業
は
「
一
九
三
七
年
秋
以
来
休
業
状
態
」
と
な
っ
た
。

東
海
岸
北
部
で
行
わ
れ
て
い
た
北
樺
太
石
油
の
石
油
採
掘
も
一
九
三
三
年
に

一
九
万
三
千
ト
ン
を
産
出
し
て
以
後
急
激
に
減
少
し
一
九
四
一
年
に
は
わ
ず

か
四
万
四
千
ト
ン
足
ら
ず
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
。（

29
）
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か
つ
て
村
上
隆
は
、
北
樺
太
石
油
の
事
業
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
の
背
景

と
し
て
、
ソ
連
政
府
の
日
独
防
共
協
定
（
一
九
三
六
年
一
一
月
）
へ
の
反
発

を
指
摘
し
た（

30
）。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
日
ソ
関
係
に
影
響
す
る
大
き
な
問
題

で
は
あ
っ
た
が
、
満
州
国
の
成
立
に
よ
り
北
満
州
か
ら
ソ
連
が
撤
収
さ
せ
ら

れ
て
以
来
の
日
ソ
関
係
悪
化
を
大
き
な
背
景
と
す
る
中
で
と
ら
え
る
必
要
が

あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
目
の
前
の
こ
と
と
し
て
間
宮
海
峡
航
路
を
ひ
そ
か

に
改
良
し
よ
う
と
す
る
ソ
連
に
と
っ
て
、
北
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
日
本
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
が
好
ま
し
く
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
北
樺
太
鉱

業
の
活
動
が
困
難
と
な
っ
た
一
九
三
七
年
は
、
第
二
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、

第
二
〇
一
号
建
設
部
が
編
成
さ
れ
た
年
で
も
あ
る（

31
）。

　

ソ
連
側
が
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
の
解
消
を
提
起
し
た
の
は
、
一
九
四
〇

年
夏
に
日
本
が
日
ソ
不
可
侵
条
約
を
提
案
し
た
時
に
始
ま
る
。
翌
一
九
四
一

年
、
松
岡
が
訪
ソ
し
て
日
ソ
中
立
条
約
を
締
結
し
た
際
に
ソ
連
側
か
ら
こ
れ

を
強
く
求
め
ら
れ
、
松
岡
書
簡
に
よ
っ
て
今
後
の
解
決
を
約
束
す
る
こ
と
で

と
り
あ
え
ず
不
可
侵
条
約
を
締
結
し
た
も
の
の
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
解
消
の

件
は
そ
の
後
停
滞
し
た
。
日
本
側
が
話
を
進
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
戦
時
中
の
日
ソ
関
係
の
悪
化
を
避
け
る
観
点
か
ら
一
九
四
三
年
に
交
渉

を
再
開
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
譲
渡
協
定
を
ま
と
め
て
、
両
社
と
も
一
九
四
四

年
夏
ま
で
に
北
サ
ハ
リ
ン
か
ら
撤
退
し
た
。
以
上
を
総
合
す
る
と
、
北
サ
ハ

リ
ン
に
い
た
関
係
者
は
、
情
報
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
見
ら
れ

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
は
、
日
本
政
府
は
、
レ
ン
ド
リ
ー
ス
に
よ
っ

て
ア
メ
リ
カ
か
ら
連
合
諸
国
に
大
量
の
物
資
が
供
給
さ
れ
て
い
て
、
ソ
連
が

そ
の
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
関
係
の
情
報
を
分
析

し
て
い
た
。

　

東
京
大
学
経
済
学
部
図
書
館
に
は
、『
米
国
武
器
貸
与
法
ト
其
ノ
決
済
方

法
』
と
い
う
、
大
蔵
省
外
資
局
の
作
成
し
た
小
冊
子
が
あ
る
。
日
付
は
昭
和

一
九
年
四
月
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
一
九
四
三
年
ま
で
に
連
合
諸
国
に
対

し
て
総
額
一
九
九
億
ド
ル
の
物
資
と
労
役
が
供
与
さ
れ
た
こ
と
、
ソ
連
へ
の

貸
与
実
績
は
一
九
四
三
年
ま
で
に
約
五
〇
億
ド
ル
に
お
よ
び
、
一
九
四
三

年
中
の
援
助
総
額
の
三
〇
％
が
ソ
連
向
け
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ア
メ

リ
カ
か
ら
ソ
連
に
貸
与
さ
れ
た
武
器
の
内
訳
と
し
て
、
飛
行
機
七
八
〇
〇

機
、
戦
車
四
七
〇
〇
台
、
軽
装
甲
車
三
万
三
千
台
、
軍
用
自
動
車
二
万
五
千

台
、
貨
物
自
動
車
一
七
万
台
、
航
空
用
そ
の
他
燃
料
油
七
四
万
ト
ン
、
爆
薬

一
七
万
七
千
ト
ン
、
食
糧
二
五
万
ト
ン
、
長
靴
六
〇
〇
万
足
な
ど
を
挙
げ

る
。

　

戦
争
途
中
の
数
字
の
た
め
単
純
に
は
言
え
な
い
が
、
ウ
ィ
ー
ク
ス
の
研

究
書
で
は
、
大
戦
中
の
合
計
で
総
額
一
二
〇
億
ド
ル
相
当
の
援
助
が
実
施

さ
れ
、
提
供
さ
れ
た
品
と
し
て
は
、
航
空
機
一
四
〇
〇
〇
機
、
ジ
ー
プ

四
万
四
千
台
、
ト
ラ
ッ
ク
三
六
万
台
が
あ
っ
た
と
す
る
。
大
蔵
省
の
文
書

の
数
字
は
、
そ
の
作
成
時
期
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
品
目
に
つ
い
て

違
和
感
は
な
い
が
、
ウ
ィ
ー
ク
ス
に
よ
る
と
、
こ
の
他
食
糧
援
助
が
小
麦

だ
け
で
六
九
万
四
千
ト
ン
、
合
計
で
は
二
三
〇
万
ト
ン
に
達
し
た
と
い
う
の

で
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
大
蔵
省
資
料
は
か
な
り
過
小
評
価
し
て
い
る
こ

と
に
な
る（

32
）。

ま
た
、
艦
船
や
鉄
道
車
両
、
銃
砲
類
、
衣
類
を
挙
げ
て
い
な

い
が
、
ロ
シ
ア
の
最
近
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
艦
艇
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
魚
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雷
艇
二
〇
二
隻
の
ほ
か
駆
潜
艇
、
掃
海
艇
な
ど
が
供
与
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

一
九
四
三
年
一
一
月
の
テ
ヘ
ラ
ン
会
談
以
降
の
分
が
大
き
く
、
太
平
洋
艦
隊

が
重
点
的
に
支
援
さ
れ
た
と
い
う
の
で
、
大
蔵
省
が
文
書
を
作
成
し
た
時
点

で
は
、
そ
う
大
き
く
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い（

33
）。

ウ
ィ
ー
ク
ス
に
よ
る

と
、
鉄
道
車
両
で
は
機
関
車
一
九
〇
〇
両
、
長
物
貨
車
九
九
〇
〇
両
、
傾
斜

台
付
貨
車
一
〇
〇
〇
両
な
ど
が
提
供
さ
れ
て
い
る（

34
）。

　

レ
ン
ド
リ
ー
ス
物
資
の
輸
送
経
路
に
つ
い
て
、
大
蔵
省
の
資
料
は
、
次
の

よ
う
に
述
べ
る
。「
援
助
ル
ー
ト
ノ
主
要
ナ
ル
モ
ノ
ハ
海
路
ニ
ヨ
リ
ム
ル
マ

ン
ス
ク
ニ
到
ル
ル
ー
ト
デ
ア
リ
、
全
体
ノ
七
％
ハ
之
ニ
ヨ
ツ
テ
ヰ
ル
。
其
ノ

他
イ
ラ
ン
―
裏
海（

35
）ル

ー
ト
、
ア
ラ
ス
カ
航
空
ル
ー
ト
等
ガ
ア
ル
ガ
輸
送
量
ハ

少
額
デ
ア
ル
」。
最
も
重
要
だ
っ
た
太
平
洋
ル
ー
ト
へ
の
言
及
は
こ
こ
に
な

い
。
大
蔵
省
に
は
情
報
が
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
外
務
省
や
陸
海
軍

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

海
軍
は
、
満
州
国
や
中
国
、
ソ
連
そ
の
他
各
国
に
駐
在
武
官
を
派
遣
し
て

い
た
他
、
中
央
で
は
軍
令
部
第
三
部
が
情
報
を
担
当
し
た
。
し
か
し
そ
の
規

模
は
、
参
謀
本
部
第
二
部
が
情
報
を
担
当
し
た
ほ
か
、
中
国
や
満
州
国
、
ソ

連
各
地
に
特
務
機
関
を
擁
し
て
い
た
陸
軍
と
比
べ
て
小
さ
い
も
の
だ
っ
た（

36
）。

そ
の
一
方
で
、
海
軍
は
日
本
近
海
の
海
上
警
備
を
担
当
し
て
お
り
、
周
辺
海

域
・
航
路
の
状
況
を
把
握
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。

　

サ
ハ
リ
ン
周
辺
海
域
は
大
湊
要
港
部(

一
九
四
一
年
一
一
月
二
〇
日
、
大

湊
警
備
府
に
改
称)

が
担
当
し
、
一
九
四
一
年
一
二
月
の
開
戦
時
点
で
の
体

制
で
は
、
津
軽
防
備
部
隊
、
千
島
防
備
部
隊
、
宗
谷
防
備
部
隊
の
三
つ
の
部

隊
が
図
２
の
よ
う
に
海
域
を
分
担
し
て
い
た（

37
）。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、

間
宮
海
峡
に
つ
い
て
は
北
緯
四
八
度
ま
で
が
担
当
と
な
っ
て
い
て
、
そ
れ
以

北
は
空
白
と
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
間
宮
海
峡
は
水
深
が
浅
く
、
潮
流
が
複

雑
な
の
で
大
き
な
艦
艇
は
通
ら
な
い
と
い
う
常
識
を
踏
ま
え
、
対
ソ
関
係
を

悪
化
さ
せ
な
い
配
慮
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
、
津
軽
海
峡
は
、
大

湊
警
備
府
津
軽
防
備
隊
の
担
当
海
域
だ
っ
た
。
宗
谷
防
備
隊
と
津
軽
防
備
隊

図２　大湊警備府所属防備部隊担当区域（太平洋戦争開戦時）
　　　出典：飛内進『大湊警備府沿革史』（2000 年）553 頁
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は
、
開
戦
後
、
多
数
の
ソ
連
船
が
宗
谷
・
津
軽
両
海
峡
を
通
過
す
る
の
を
監

視
し
て
い
た
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
部
隊
の
対
応
と
海
軍
の
認
識
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
。
飛
内
進
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
年
）
に
日
ソ
不
可
侵
条
約
が
締
結
さ
れ
、
ソ

連
は
表
向
き
友
好
国
で
は
あ
っ
た（

38
）。

し
か
し
、
我
が
国
は
長
年
潜
在
的
な

宿
敵
と
し
て
ソ
連
に
対
処
し
て
お
り
、
昭
和
一
五
年
暮
れ
か
ら
は
津
軽
海

峡
を
通
る
ソ
連
船
に
対
し
、
大
湊
要
港
部
は
そ
の
つ
ど
、
艦
艇
と
飛
行
機

を
出
動
さ
せ
て
警
戒
に
当
た
っ
て
い
た
。

　

開
戦
直
後
の
昭
和
一
六
年
十
二
月
十
四
日
に
、
大
警
参
謀
長
は
大
警
部

隊
全
般
に
対
し
て
中
立
国
の
船
舶
と
ソ
連
船
舶
の
処
理
に
関
し
て
次
の
と

お
り
指
示
し
た
。（
大
湊
警
備
府
機
密
第
三
三
三
番
電
）

　
　

一
、
宗
谷
海
峡
ノ
外
防
禦
海
面
ニ
於
テ
ハ
外
国
船
舶
ノ
通
航
ヲ
禁
止
セ

ラ
レ
ア
リ

　
　
　

宗
谷
海
峡
ニ
於
ケ
ル
晝
間
ノ
可
航
水
路
ハ
当
分
ノ
間
野
寒
岬
灯
台
ノ

北
四
浬
及
宗
谷
灯
台
ノ
北
四
浬
ヲ
連
ヌ
ル
線
上
二
浬
ノ
水
路

　
　

二
、
中
立
国
ノ
船
舶
ニ
対
シ
テ
ハ
法
規
ニ
従
ヒ
臨
検
ヲ
行
フ
ベ
キ
モ
蘇

聯
船
舶
ニ
対
シ
テ
ハ
慎
重
ヲ
期
シ
無
用
ノ
刺
激
ヲ
与
ヘ
ザ
ル
如
ク
セ

ラ
レ
度

　

こ
の
指
示
が
出
さ
れ
る
前
日
、「
石
垣
」
が
千
島
列
島
乙
前
湾
を
航
行

中
の
中
型
ソ
連
船
を
発
見
し
、
臨
検
の
た
め
船
長
の
来
艦
を
求
め
た
が
、

ソ
連
船
は
こ
の
命
令
を
無
視
し
て
遁
走
を
図
っ
た
の
で
船
の
前
方
に
発
砲

し
停
船
さ
せ
た
。
臨
検
の
結
果
、
軍
需
物
資
の
搭
載
無
し
と
し
て
釈
放
し

た
。

　

後
日
、
こ
の
件
に
つ
い
て
在
日
ソ
連
大
使
か
ら
「
日
本
軍
艦
よ
り
射
撃

の
威
嚇
の
下
で
停
船
を
命
ぜ
ら
れ
、
か
つ
千
島
海
峡
通
航
を
拒
否
さ
れ
、

対
馬
海
峡
を
通
航
す
る
旨
を
要
求
さ
れ
た
る
件
に
関
し
日
本
政
府
の
説
明

を
求
め
る
」
と
の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
は
、
極
力
穏
便
に

図
ろ
う
と
す
る
中
央
の
方
針
と
現
地
部
隊
と
の
間
に
意
志
の
疎
通
を
欠
い

て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
二
月
三
〇
日
に
軍
務
局
長
か
ら
「
ソ
連
船
ニ
テ
飛
行
機
又
ハ
多
量
ノ

武
器
ヲ
搭
載
シ
ナ
イ
限
リ
抑
留
処
分
ハ
見
合
ワ
セ
タ
イ
」
と
の
慎
重
な
対

処
が
指
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
翌
一
七
年
一
月
に
ソ
連
大
使
か
ら
我
が
国
の
重
要
防
禦
海
面
で

あ
る
津
軽
海
峡
で
の
ソ
連
船
四
隻
の
通
航
を
求
め
て
き
た
が
、
一
月
八
日

に
外
務
省
を
通
じ
て
不
許
可
を
通
告
し
た
。
後
に
、
両
国
で
協
議
の
結

果
、
ソ
連
海
軍
武
官
か
ら
宗
谷
海
峡
通
航
の
際
は
事
前
に
船
名
、
日
程
等

の
通
知
が
あ
り
、
一
応
平
穏
さ
が
戻
っ
た
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
が
氷
結
す
る
前
に
と
、
宗
谷
海
峡
を
往
来
す
る
ソ
連
船

の
隻
数
は
一
段
と
多
く
な
り
、
翌
一
七
年
一
月
十
三
日
の
宗
谷
見
張
所
に

よ
る
と
、
一
日
当
た
り
の
通
峡
船
舶
四
隻
と
報
告
さ
れ
て
い
る（

39
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
現
地
の
部
隊
で
は
、
少
な
く
と
も
宗
谷
海
峡
経
由
で
、
ア

メ
リ
カ
か
ら
大
量
の
物
資
が
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
方
面
に
輸
送
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
把
握
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
中
央
か
ら
は
、
中
立
条
約
に

影
響
し
な
い
よ
う
、
穏
便
な
措
置
が
求
め
ら
れ
、
一
応
の
臨
検
は
し
て
も
、



─ 16 ─

ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
そ
の
ま
ま
通
航
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
後
、
一
九
四
三
年
八
月
の
キ
ス
カ
島
撤
収
を
受
け
て
、
ア
リ
ュ
ー

シ
ャ
ン
方
面
か
ら
の
ア
メ
リ
カ
の
攻
撃
に
備
え
た
特
等
方
面
艦
隊
の
編
成
に

よ
る
部
隊
再
編
、
一
九
四
四
年
三
月
に
は
、
樺
太
連
絡
確
保
、
宗
谷
海
峡
の

防
備
強
化
の
た
め
の
宗
谷
防
備
隊
へ
の
編
成
替
え
が
あ
り
、
担
当
海
域
の
変

更
も
あ
っ
た
が
、
広
い
海
域
に
対
し
て
主
要
艦
艇
が
二
隻
だ
け(

砕
氷
艦
大

泊
と
特
設
砲
艦
兼
砕
氷
艦
千
歳
丸)

と
い
う
宗
谷
防
備
部
隊
の
状
況
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
。
重
点
と
さ
れ
た
宗
谷
海
峡
以
外
の
区
域
を
監
視
す
る
に
は
限

界
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
こ
ろ
の
宗
谷
警
備
部
隊
の
状
況
に
つ
い

て
、
飛
内
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

す
で
に
ア
ッ
ツ
島
が
失
陥
、
キ
ス
カ
島
か
ら
も
撤
退
し
、
我
が
国
の
国

防
圏
は
千
島
列
島
ま
で
後
退
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
ソ
連
と
の
無
用
の

摩
擦
を
避
け
る
と
い
う
中
央
の
方
針
が
決
定
さ
れ
、
昭
和
一
八
年
八
月

二
十
一
日
、
海
軍
省
軍
務
局
長
か
ら
関
係
司
令
長
官
宛
て
に
次
の
指
示
が

出
さ
れ
た
。（
軍
務
機
密
第
二
一
五
五
〇
番
電
）

　
「
開
戦
後
敵
国
ヨ
リ
船
籍
ヲ
移
転
ス
ル
疑
ア
ル
「
ソ
」
聯
船
ノ
取
扱
ニ

関
シ
テ
ハ
本
年
四
月
軍
務
機
密
第
一
一
六
三
八
番
電
ニ
依
リ
処
置
セ
ラ
レ

ツ
ツ
ア
ル
所
之
ニ
要
ス
ル
我
兵
力
及
外
交
等
ノ
現
況
ニ
鑑
ミ
何
分
ノ
指
示

ア
ル
迄
他
ノ
「
ソ
」
聯
船
ト
同
様
ニ
取
扱
フ
コ
ト
ト
シ
現
場
臨
検
或
ハ
信

号
尋
問
程
度
ニ
止
メ
引
致
抑
留
ハ
之
ヲ
為
サ
ザ
ル
様
指
導
ア
リ
度

但
シ
臨
検
尋
問
等
ニ
当
リ
其
ノ
態
度
搭
載
物
件
等
ニ
付
目
ニ
余
ル
モ
ノ
ア

ラ
バ
適
宜
行
動
ヲ
阻
止
（
泊
地
ニ
引
致
取
調
ヲ
含
ム
）
シ
速
報
ア
リ
度
」

そ
し
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
で
我
が
国
の
船
舶
の
護
衛
に
当
た
る
各
部
隊
か

ら
、
船
舶
喪
失
の
増
加
は
、
同
じ
海
面
を
通
航
す
る
ソ
連
船
の
米
潜
水
艦

へ
の
通
報
に
よ
る
疑
い
が
大
き
い
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
も
、
中
央
で

は
何
等
の
対
抗
手
段
も
講
じ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

　

九
月
以
降
、「
大
泊
」
と
「
千
歳
丸
」
が
数
日
間
ご
と
に
交
代
で
宗
谷

海
峡
に
出
動
し
、
哨
戒
任
務
を
続
け
て
い
た
。
十
二
月
に
入
る
と
流
氷
前

に
と
ソ
連
船
の
往
来
が
活
発
と
な
っ
た
。「
大
湊
警
備
府
戦
時
日
誌
」
に

よ
る
と
こ
の
月
の
「
大
泊
」
に
よ
る
哨
戒
及
び
ソ
連
船
監
視
任
務
は
十
八

日
間
に
も
及
び
、
残
り
は
「
千
歳
丸
」
が
出
動
、
海
峡
中
央
で
臨
検
任
務

の
強
化
を
図
っ
た
。

　

そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
に
お
け
る
連
合
軍
の
勝
ち
戦
に
比
例
す
る

か
の
よ
う
に
、
米
国
発
の
貨
物
の
中
に
は
機
関
車
、
貨
車
、
自
動
車
等
の

戦
略
物
資
が
目
立
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
連
日
の
よ
う
に
宗
谷
海
峡
を
通

り
、
そ
の
都
度
二
丈
岩
付
近
の
海
面
で
停
船
を
命
じ
臨
検
し
て
い
た
が
、

搭
載
物
資
を
確
認
す
る
程
度
に
止
ま
っ
た（

40
）。

　

現
地
の
部
隊
は
、
宗
谷
海
峡
の
状
況
を
日
々
見
て
い
た
が
、
海
軍
中
央
に

お
い
て
そ
こ
か
ら
情
報
を
く
み
取
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
現
地
の
態
勢
で
は
、
宗
谷
海
峡
の
監
視
が
手
一
杯
で
、
間
宮
海

峡
を
含
む
周
辺
海
域
の
状
況
に
は
手
が
回
ら
ず
、
特
段
の
注
意
を
向
け
な
い

ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

陸
軍
は
ソ
連
情
報
の
収
集
に
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
戦
時
中
、
参
謀

本
部
第
二
部
ロ
シ
ア
課
長
を
経
験
し
た
林
三
郎(

一
九
〇
四
―
一
九
九
八)
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は
、
戦
後
、『
関
東
軍
と
極
東
ソ
連
軍
』
を
著
し
た
が
、
そ
の
中
で
次
の
よ

う
に
記
す
。

　

わ
が
参
謀
本
部
は
一
九
三
九
年
の
後
半
に
い
た
り
、
北
部
集
団
（
セ
ー

ヴ
ェ
ル
ナ
ヤ
・
グ
ル
ー
パ
）
司
令
部
が
、
ア
ム
ー
ル
河
口
の
要
衝
ニ
コ
ラ

エ
フ
ス
ク
に
新
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
に
判

明
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
北
部
集
団
軍
（
セ
ー
ヴ
ェ
ル
ナ
ヤ
・

ア
ル
メ
イ
ス
カ
ヤ
・
グ
ル
ー
パ
）
と
呼
ば
れ
、
新
設
命
令
の
出
さ
れ
た
の

は
特
別
極
東
軍
の
二
分
割
と
同
時
機
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
う
だ
と
す
る

と
、
一
九
三
九
年
八
月
三
十
一
日
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

つ
い
で
、
一
九
四
一
年
に
な
っ
て
か
ら
、
参
謀
本
部
は
、
ア
ム
ー
ル
河

下
流
地
方
の
海
岸
一
帯
に
、
二
つ
の
設
堡
地
区
（
ソ
連
軍
の
略
語
で
は

ウ
ー
ル
）
の
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
場
合
も
、
ウ
ー
ル

の
工
事
開
始
に
は
ま
っ
た
く
気
が
付
か
ず
、
で
き
あ
が
っ
て
か
ら
初
め
て

知
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
北
部
集
団
軍
に
関
す
る
参
謀
本
部
の
情
報
収
集
で
は
，

的
確
性
と
迅
速
性
と
に
お
い
て
欠
け
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
ア
ム
ー
ル
河
下
流
方
面
が
情
報
収
集
上
の
最
大
死
角
に
な
っ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
極
東
ソ
連
軍
の
全
般
的
な
態
勢
か
ら
み
る
と
、
ア
ム
ー
ル

河
下
流
方
面
は
「
柔
ら
か
い
横
腹
」
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
部
分
を
補
強
す

る
た
め
、
北
部
集
団
軍
司
令
部
の
新
設
、
北
太
平
洋
小
艦
隊
の
編
成
、
間

宮
海
峡
沿
岸
地
帯
に
お
け
る
設
堡
地
区
の
構
築
な
ど
が
、
相
つ
い
で
実
施

さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
極
東
ソ
連
軍
は
い
よ
い
よ
サ
ザ

エ
の
よ
う
に
、
堅
い
殻
の
中
に
閉
じ
こ
も
る
格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ
た（

41
）。

　

林
は
、
ア
ム
ー
ル
下
流
域
や
そ
の
海
岸
地
帯
の
情
報
収
集
が
手
薄
だ
っ
た

こ
と
を
認
め
て
い
る
。
間
宮
海
峡
航
路
の
話
は
こ
こ
に
登
場
し
な
い
。「
サ

ザ
エ
の
よ
う
に
」
閉
じ
こ
も
っ
た
と
い
う
表
現
は
、
厳
し
い
統
制
を
敷
い
て

接
触
を
断
ち
、
情
報
を
細
大
漏
ら
さ
ぬ
よ
う
に
し
た
当
時
の
ソ
連
社
会
に
対

し
て
、
陸
軍
関
係
者
が
共
通
に
抱
い
た
感
覚
を
表
現
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。

　

レ
ン
ド
リ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
三
年
始
め
に
な
っ
て
、
多
数
の
軍

用
航
空
機
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
提
供
さ
れ
、
ア
ラ
ス
カ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
空
輸

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
う（

42
）。

さ
ら
に
航
空
機
以
外
に
、
別
途
、
海

路
で
の
輸
送
が
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容

と
経
路
に
つ
い
て
は
、
ど
う
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
本
営
陸
軍
部

の
『
東
「
ソ
」「
ソ
」
軍
後
方
準
備
調
書
』（

43
）に

は
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
記
述

が
あ
り
、
少
な
く
と
も
一
九
四
五
年
春
の
段
階
に
お
い
て
、
参
謀
本
部
は
、

食
糧
、
燃
料
を
含
む
大
量
の
物
資
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
ソ
連
に
輸
送
さ
れ
て
い

て
、
太
平
洋
を
経
由
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
揚
げ
る
ル
ー
ト
が
基
幹
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
れ
な
り
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

す
な
わ
ち
、

　

最
近
ニ
於
ケ
ル
東
「
ソ
」
経
由
米
国
ヨ
リ
ノ
援
「
ソ
」
物
資
ハ
年
間
約

一
七
〇
万
瓲
（
全
ソ
ノ
約
二
四
％
）
ニ
達
ス
ル
モ
ノ
ト
推
定
セ
ラ
ル(

註)
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輸
入
品
目
ハ
「
ソ
」
ノ
必
需
物
資
ノ
推
移
ニ
伴
ヒ
変
化
ア
ル
モ
最
近
ノ
傾

向
ト
シ
テ
ハ
食
糧
（
三
二
％
）、
燃
料
（
二
六
％
）、
機
械
類
（
輸
転
材
料

ヲ
含
ム
）（
三
五
％
）、
雑
貨
（
七
％
）
等
ナ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ
而
シ
テ
輸
入

品
ノ
東
「
ソ
」
経
済
力
ヘ
ノ
滲
透
状
況
ハ
明
カ
ナ
ラ
ザ
ル
モ
食
糧
及
雑
貨

ハ
主
ト
シ
テ
東
「
ソ
」
ニ
於
テ
使
用
セ
ラ
レ
機
械
類
及
金
属
製
品
、
車
両

等
ノ
大
部
ハ
西
送
セ
ラ
レ
ア
ル
如
シ

 

（
註
）
武
器
貸
与
法
開
始
以
来
東
「
ソ
」
経
由
海
上
輸
送
援
「
ソ
」
物
資

ノ
輸
入
量
ハ
概
ネ
左
ノ
如
ク
推
定
セ
ラ
レ
逐
年
増
加
ノ
傾
向
ニ
ア
リ

　
　
　
　
　
　

一
九
四
二
年　
　

 

約
三
七
万
噸

　
　
　
　
　
　

一
九
四
三
年　
　

約
一
二
二
万
噸

　
　
　
　
　
　

一
九
四
四
年　
　

約
一
七
〇
万
噸

　

輸
入
経
路
ハ
依
然
ト
シ
テ
北
太
平
洋
経
由
浦
潮
揚
陸
ニ
シ
テ
東
「
ソ
」

経
由
援
「
ソ
」
物
資
ノ
約
九
〇
％
ヲ
占
メ
ル
モ
ノ
ノ
如
シ

　

米
「
ソ
」
北
方
航
空
路
経
由
航
空
機
ノ
空
輸
ハ
一
九
四
三
年
初
頭
以
来

活
発
ニ
シ
テ
最
近
ハ
月
約
二
五
〇
～
三
〇
〇
機
ヲ
「
ウ
エ
リ
カ
リ
」
―

「
ヤ
ク
ー
ツ
ク
」
―
「
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
」
経
由
ニ
テ
空
輸
ニ
依
リ
西

送
シ
ア
ル
ガ
如
シ（

44
）

　

ア
ッ
ラ
・
パ
ペ
ル
ノ
の
研
究
書
の
巻
末
に
掲
げ
ら
れ
た
統
計
に
よ
る
と
、

海
路
で
ソ
連
に
送
ら
れ
た
支
援
物
資
は
、
一
九
四
二
年
は
二
四
五
万
ト
ン
、

う
ち
極
東
行
き
（
す
な
わ
ち
太
平
洋
航
路
）
が
七
三
万
ト
ン
、
比
率
で
は

三
〇
％
、
一
九
四
三
年
は
そ
れ
ぞ
れ
四
七
九
万
ト
ン
と
二
三
九
万
ト
ン
で

五
〇
％
、
一
九
四
四
年
は
六
二
二
万
ト
ン
と
二
八
五
万
ト
ン
で
四
六
％
で

あ
る（

45
）。

日
本
陸
軍
は
、
太
平
洋
航
路
が
主
要
輸
送
路
で
あ
る
こ
と
、
ア
ラ
ス

カ
か
ら
の
航
空
輸
送
ル
ー
ト
が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外

の
輸
送
路
が
あ
る
こ
と
へ
の
認
識
が
薄
か
っ
た
。
ま
た
、
輸
送
量
を
相
当
過

小
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
路
に
つ
い
て
は
北
太
平
洋
経
由
と
い
う
以
上

の
具
体
的
な
記
述
は
な
い
。
こ
の
少
し
あ
と
に
出
て
く
る
挿
図
（
図
３
）
に

は
、
間
宮
海
峡
を
通
る
航
路
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
直
に
入

る
コ
ー
ス
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
だ
け
で
断
定
は
出
来
な
い
が
、
レ
ン

ド
リ
ー
ス
物
資
は
、
宗
谷
海
峡
を
通
過
し
て
い
る
と
み
て
、
間
宮
海
峡
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
考
慮
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
い
で
な

が
ら
、
こ
の
資
料
の
眼
目
は
対
ソ
開
戦
時
の
分
析
で
あ
る
が
、
戦
争
と
な
っ

た
場
合
、
ソ
連
は
レ
ン
ド
リ
ー
ス
物
資
の
輸
送
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
利
用

で
き
な
く
な
り
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
、
デ
・
カ
ス
ト
リ
、

ソ
ヴ
ェ
ツ
カ
ヤ
・
ガ
ヴ
ァ
ニ
な
ど
で
代
替
す
る
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
日
本
が
日
本
海
の
制
空
権
と
、
宗
谷
・
津
軽
・
対
馬
海
峡
の
管
理
力
を

失
わ
な
い
こ
と
が
前
提
と
み
ら
れ
る
が
、
想
定
の
妥
当
性
に
は
疑
問
を
覚
え

る
。
本
気
で
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
こ
う
い
う
内
容

で
な
く
て
は
部
内
で
通
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か（

46
）。

　

最
後
に
外
務
省
に
つ
い
て
述
べ
る
。
戦
時
中
の
日
本
政
府
は
、
日
ソ
間
に

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
も
、
互
い
の
同
盟
国
と
戦
争
中
で
あ
る
と
い
う

微
妙
な
関
係
の
中
で
、
中
立
条
約
の
維
持
を
基
本
姿
勢
と
し
て
事
案
に
当

た
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
間
、
津
軽
海
峡
と
宗
谷
海
峡
の
通
航

問
題
は
、
日
ソ
間
の
外
交
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
日
米
開

戦
後
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
ソ
連
に
船
籍
が
移
っ
た
転
籍
船
問
題
に
つ
い
て
は
、
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ソ
連
政
府
は
、
ソ
連
船
な
の
だ
か
ら
通
航
に
問
題
な
し
と
い
う
立
場
で
あ

り
、
ま
た
戦
時
禁
制
品
の
輸
送
に
つ
い
て
も
、
軍
需
品
は
輸
送
し
て
い
な
い

と
主
張
し
、
日
本
側
は
そ
れ
以
上
追
求
す
る
こ
と
な
く
経
過
し
て
い
る
。

　

も
し
、
間
宮
海
峡
経
由
で
武
器
等
が
輸
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
な
ら
、
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
間
宮
海
峡
経
由
で
の
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
物
資
輸
送
の
件
は
、
外
務
省
が
戦
後
編
ん
だ
『
戦
時
日
ソ
交
渉
史
』

に
も
、『
日
本
外
交
文
書
』
に
も
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
レ
ン
セ
ン
、
ボ
リ
ス
・
ス

ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
の
研
究
に
も
出
て
こ
な
い
。
戦
時
中
に
ソ
連
大
使
を
務

め
た
佐
藤
尚
武
と
、
そ
の
下
で
公
使
を
務
め
た
守
島
伍
郎
の
回
想
録
に
も

そ
う
い
う
話
は
な
い（

47
）。『

外
務
省
記
録
』
の
Ｆ
門
一
類
「
交
通｣

の
文
書
に

は
、
ア
ム
ー
ル
河
の
航
行
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
一
九
三
七
年
以
来
の
ア
ム
ー
ル
河
口
潟
航
路
掘
削
に
つ
い
て
触
れ
た
文

書
は
な
い
。
ま
た
、
外
務
省
と
在
外
公
館
を
扱
っ
た
粟
屋
憲
太
郎
、
竹
内

桂
編
『
対
ソ
情
報
戦
資
料
』
第
四
巻
、「
領
事
館
報
告
」（
現
代
資
料
出
版
、

一
九
九
九
年
）
に
も
、
そ
う
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
は
な
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
承
知
し
て
い
て
も
外
交
案
件
に
は
持
ち
出
さ
ず
、
あ
る
い
は

秘
匿
し
て
回
想
録
そ
の
他
に
も
書
き
残
さ
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
否
定

で
き
ず
、
今
後
も
史
料
の
探
索
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時
点
と
し
て

は
、
間
宮
海
峡
の
航
路
開
削
状
況
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い

と
推
定
す
る
。

五
、
お
わ
り
に

　

ま
と
め
に
か
え
て
、
レ
ン
ド
リ
ー
ス
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の
対
ソ
援
助
状
況

の
理
解
と
い
う
フ
ァ
ク
タ
ー
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
日
本
の
戦
争
指
導

に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
た
／
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
筆
者
の
抱
い
た
見
通
し

を
略
述
す
る
。

図３　米「ソ」北方航空路後方補給路一覧図
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と
り
あ
え
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
参
謀
本
部
に
お
い
て
は
、

一
九
四
三
年
の
夏
が
過
ぎ
、
次
第
に
ド
イ
ツ
の
敗
色
が
強
く
な
っ
て
も
、
な

お
、
ド
イ
ツ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
戦
線
で
勝
利
す
る
場
合
を
第
一
と
し
て
戦
争
の

終
結
プ
ラ
ン
を
立
て
、
第
二
の
場
合
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
敗
戦
に
備
え
る
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。
そ
う
い
う
中
で
、
戦
争
を
収
拾
す
る

た
め
に
ソ
連
に
仲
介
を
依
頼
す
る
と
い
う
方
向
が
出
た
と
い
う（

48
）。

後
知
恵

と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
戦
争
を
指
導
し
、
政
治
を
司
る
側
と
し
て

は
、
レ
ン
ド
リ
ー
ス
の
状
況
を
察
知
し
、
米
ソ
両
国
の
戦
争
に
対
す
る
ス
タ

ン
ス
、
お
よ
び
、
そ
れ
が
独
ソ
戦
の
帰
趨
に
与
え
る
影
響
の
評
価
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
軍
と
政
治
の
指
導

部
に
お
い
て
は
、
レ
ン
ド
リ
ー
ス
物
資
の
間
宮
海
峡
の
通
過
に
つ
い
て
は
も

と
よ
り
、
レ
ン
ド
リ
ー
ス
の
状
況
が
よ
く
理
解
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
、

米
ソ
両
国
の
姿
勢
や
独
ソ
戦
の
行
方
の
予
想
、
さ
ら
に
は
ソ
連
の
対
日
戦
争

準
備
の
理
解
不
十
分
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

一
九
四
四
年
一
一
月
の
革
命
記
念
日
の
演
説
で
ス
タ
ー
リ
ン
が
日
本
を
侵

略
国
と
し
て
名
指
し
、
さ
ら
に
一
九
四
五
年
四
月
に
日
ソ
中
立
条
約
の
不
延

長
を
通
告
さ
れ
て
な
お
、
日
本
の
戦
争
指
導
部
が
ソ
連
の
中
立
維
持
と
和
平

仲
介
の
可
能
性
に
期
待
し
て
戦
争
を
収
拾
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ

う
し
た
文
脈
の
上
で
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
国
際
情
勢
を

客
観
的
に
理
解
し
よ
う
と
せ
ず
、
ま
た
、
不
都
合
な
事
実
に
向
き
合
い
、
悪

い
事
態
に
十
分
に
備
え
よ
う
と
せ
ず
、
都
合
の
よ
い
点
を
つ
ま
み
ぐ
い
し
て

希
望
的
観
測
に
頼
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
八
月
九
日
、
ソ
連
の

参
戦
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
希
望
的
観
測
は
ご
破
算
と
な
っ
た
。
原
子
爆
弾

の
投
下
に
も
ま
し
て
、
そ
れ
が
終
戦
の
決
定
打
と
な
っ
た
こ
と
は
、
長
谷
川

毅
が
『
暗
闘
―
―
ス
タ
ー
リ
ン
、
ト
ル
ー
マ
ン
と
日
本
降
伏
』
で
示
し
た
と

お
り
で
あ
る（

49
）。

　

こ
こ
で
、
ソ
連
の
側
に
立
っ
て
一
九
三
一
年
の
満
州
事
変
ま
で
時
間
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
考
え
る
と
、
こ
の
時
、
そ
れ
ま
で
ソ
連
の
勢
力
圏
に
あ
っ
た
北

満
州
が
日
本
の
勢
力
圏
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
ソ
連
と
し
て
は
極
東
の
安

全
保
障
と
経
済
運
営
の
両
面
に
多
大
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ソ
連

は
、
一
九
二
〇
年
代
以
来
、
外
モ
ン
ゴ
ル
の
独
立
を
支
援
し
て
そ
れ
を
事
実

上
の
衛
星
国
と
す
る
一
方
、
中
国
国
民
政
府
を
支
援
し
て
い
た
が
、
こ
こ
に

至
っ
て
さ
ら
に
そ
の
支
援
を
強
化
し
た
。
満
州
事
変
が
起
こ
る
と
、
ソ
連
は

中
国
国
民
政
府
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
と
の
国
交
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
こ
で
初
代

駐
米
全
権
代
表
に
就
い
た
の
は
、
そ
れ
ま
で
駐
日
全
権
代
表
だ
っ
た
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
・
ト
ロ
ヤ
ノ
フ
ス
キ
ー
（
一
八
八
二
―
一
九
五
五
）
で
あ
る（

50
）。

さ

ら
に
、
そ
し
て
、
一
九
三
四
年
に
は
国
際
連
盟
へ
の
加
入
も
果
た
す
な
ど
、

国
際
的
立
場
を
強
め
て
い
く
。

　

ソ
連
は
、
国
内
的
に
は
社
会
の
統
制
を
強
め
、
極
東
の
軍
備
と
イ
ン
フ
ラ

を
猛
烈
な
勢
い
で
強
化
す
る
一
方
、
中
国
へ
の
支
援
を
強
化
し
た
。
日
本

に
対
し
て
は
、
中
東
鉄
道
の
売
却
で
合
意
し
（
一
九
三
五
年
）、
直
接
の
衝

突
を
避
け
な
が
ら
、
日
本
の
侵
略
に
そ
な
え
る
包
囲
網
を
構
築
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
他
方
、
日
本
は
国
際
連
盟
か
ら
脱
退
し
（
一
九
三
三
年
）、

一
九
三
七
年
に
日
中
戦
争
を
開
始
し
、
中
国
に
お
け
る
権
益
を
め
ぐ
っ
て
は

イ
ギ
リ
ス
と
も
衝
突
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
際
的
な
孤
立
を
深
め
た
。
こ
う
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し
た
国
際
情
勢
の
一
方
で
、
極
東
ソ
連
の
社
会
は
一
九
三
〇
年
代
に
な
る

と
、
強
制
収
容
所
が
そ
こ
か
し
こ
に
あ
っ
て
、
経
済
建
設
の
お
そ
ら
く
最
大

の
部
門
を
に
な
う
、
特
殊
な
社
会
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
コ
ム
ソ
モ

リ
ス
ク
・
ナ
・
ア
ム
ー
レ
か
ら
ソ
ヴ
ェ
ツ
カ
ヤ
・
ガ
ヴ
ァ
ニ
ま
で
の
鉄
道
を

建
設
し
、
間
宮
海
峡
と
ア
ム
ー
ル
下
流
部
の
水
路
掘
削
を
実
施
し
た
の
は
、

ま
さ
に
そ
う
し
た
収
容
所
で
あ
っ
た（

51
）。

　

し
か
し
、
収
容
所
や
強
制
労
働
の
問
題
は
ソ
連
の
歴
史
学
で
扱
わ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
社
会
構
造
の
た
め
、
国
民
に
は
知
り
え

な
い
こ
と
が
多
く
、
社
会
を
認
識
す
る
上
で
非
常
に
大
き
な
欠
落
部
分
と

な
っ
た
。
ソ
連
期
に
二
〇
世
紀
の
極
東
通
史
が
書
か
れ
ず
に
終
わ
り
、
い
ま

に
至
る
も
で
き
て
い
な
い
最
大
の
理
由
は
、
強
制
労
働
を
構
成
要
素
と
す
る

ソ
連
の
社
会
構
造
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

極
東
開
発
史
に
お
け
る
強
制
労
働
の
意
義
を
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い
た
の

は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
テ
フ
ァ
ン
と
原
暉
之
で
あ
る
が
、
当
時
の
史
料
は
断
片

的
で
あ
っ
た（

52
）。

し
か
し
、
近
年
ロ
シ
ア
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究
に
お
い
て
、

よ
う
や
く
一
九
三
〇
―
四
〇
年
代
の
極
東
社
会
の
実
相
に
目
が
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
強
制
収
容
所
や
強
制
移
民
が
占
め
る
位
置
が
徐
々
に
あ
き
ら

か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。（

53
）

　

近
年
、
岩
下
明
裕
を
中
心
に
国
境
研
究
が
提
唱
さ
れ
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
二
〇
世
紀
東
ア
ジ
ア
史
を
振
り
返
る
と
、
国
境
に
よ
る
分
断
が
人
々
の

交
流
を
妨
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
物
事
の
理
解
を
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、
さ

ら
に
は
、
壁
の
向
こ
う
の
社
会
へ
の
影
響
を
見
え
な
く
さ
せ
て
い
る
こ
と
が

多
々
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
ソ
関
係
が
ソ
連
極
東
社
会
に
及
ぼ
し
た
影

響
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
ま
た
逆
に
日
本
の
政
治
や
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
に

つ
い
て
、
今
後
、
ロ
シ
ア
そ
の
他
の
地
域
の
史
料
・
研
究
に
目
を
配
り
つ

つ
、
多
面
的
に
考
察
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）
日
本
海
軍
水
路
部
の
刊
行
し
た
『
黒
龍
沿
岸
州
水
路
誌　

全
』(

第

一
改
版
、
一
九
〇
四
年)

は
、
間
宮
海
峡
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述

べ
る
。「
黒
龍
江
口
付
近
の
水
深　

C
astries bay

よ
りN

ikolaevsk

ニ

至
ル
水
道
ハ
距
離
約
百
三
十
五
浬
ニ
シ
テ
此
水
道
中C

ape Lazareva

ヨ

リN
ikolaevsk

ニ
至
ル
約
六
十
五
浬
間
ハ
導
標
線
ニ
ヨ
リ
テ
其
航
路
ヲ

示
セ
リ○

此
水
道
中
ノ
最
浅
部
ハ
南
水
道
ニ
シ
テ
北
緯
五
二
度
五
二
分

ノPronge point

ニ
起
リ
南
方
約
二
十
二
浬
ノ
處
ニ
達
ス
而
シ
テPronge 

point

ヨ
リ
南
方
十
浬
間
ハ
水
深
僅
ニ
一
二
呎
或
ハ
十
三
呎
ニ
シ
テ
風
向

ニ
依
リ
一
呎
半
乃
至
三
呎
ヲ
増
加
ス○

此
水
道
ヲ
航
行
セ
ン
ト
ス
ル
船
舶

ハ
浦
盬
斯
徳
港
若
ク
ハC

astries bay

ニ
テ
其
載
貨
ヲ
卸
シ
吃
水
ヲ
十
四

呎
ヨ
リ
浅
ク
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
一
七
九
頁
。
ま
た
、
同
じ
く
水
路
部
の

刊
行
し
た
『
露
領
沿
海
州
水
路
誌　

全
』（
第
一
改
版
、
一
九
一
九
年
）

で
は
、
ニ
コ
ラ
エ
フ
ス
ク
に
つ
い
て
の
記
述
中
「
間
宮
海
峡
北
部
ヲ
経
テ

黒
龍
江
ニ
至
ル
航
路
中South C

hannel

ハ
十
八
呎
ニ
、N

orth C
hannel

ハ
二
十
一
呎
（
多
ク
ノ
場
合
ハ
二
十
四
呎
）
ノ
水
深
ニ
浚
渫
ス
ル
ヲ
常
ト

シ
又
砕
氷
船
ヲ
使
用
シ
テ
航
通
期
間
ノ
延
長
ヲ
期
待
セ
リ
」（
二
六
六
頁
）。

ソ
連
期
の
技
師
で
、
間
宮
海
峡
水
路
の
掘
削
事
業
に
従
事
し
た
イ
ヴ
ァ
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ン
・
ソ
ロ
ヴ
ィ
ヨ
フ
は
、
航
路
の
水
深
は
、
大
潮
の
時
で
も
三
・
五
か
ら

四
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
と
記
す
。С

оловьев И
.А. А

муролиманский 

русловой процесс и водны
е пути. В

ладивосток, 1995. С
. 6.

（
2
）
小
型
の
汽
船
な
ら
ば
航
行
可
能
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
北
樺
太
「
保

障
占
領
」
期
の
一
九
二
一
年
四
月
、
北
日
本
汽
船
は
、
逓
信
省
命
令
航
路

と
し
て
函
館
尼
港
線
を
設
置
し
、
宗
像
丸
（
九
八
四
総
ト
ン
）
を
配
置
し

て
一
九
二
五
年
五
月
ま
で
運
航
し
た
。
途
中
寄
港
地
は
、
小
樽
、
真
岡
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
。『
北
日
本
汽
船
株
式
会
社
二
十
五
年
史
』(

北

日
本
汽
船
、
一
九
三
九
年)

、
六
〇
―
六
三
頁
。

（
3
）И

стория Сахалина и Курильских островов с древнейш
их времен 

до начала X
X

I столетия. Ю
ж

но-Сахалинск, Сахалинское книж
ное 

изд-во, 2008.

（
4
）Ч

еревко К.Е., Кириченко А.А. Советско-японская война 9 августа 

1945 г.: рассекреченны
е архивы

 (преды
стория, ход, последствия). 

М
осква, БИ

М
П

А
, 2006.

（
5
）
特
に
次
の
文
献
は
、
事
業
の
全
体
像
を
最
も
よ
く
と
ら
え
た
も
の

で
あ
り
、
本
稿
第
二
節
の
叙
述
は
こ
れ
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

Зайцев Ю
.М

. А
м

уро-лим
анская воднотранспортная систем

а 

(1936-1945 гг.): проблемы
 и реш

ения // В
згляды

ваясь в прош
лое: 

дальневосточное общ
ество в X

X
 веке. К

н. 4. В
ладивосток, Д

В
О

 

РА
Н

, 2008. С
. 87–109.

（
6
）С

оловьев И
.А. У

 ворот Татарского пролива: А
муро-лиманская 

воднотранспортная проблема,  1937―
1943 гг.: воспоминания. 

В
ладивосток, 1996. С

. 6.　

労
働
国
防
委
員
会
は
、
革
命
期
の
労
農

国
防
評
議
会
を
起
源
と
し
、
国
防
と
経
済
建
設
を
担
当
し
て
い
た
。
翌

一
九
三
七
年
四
月
に
廃
止
さ
れ
、
ソ
連
邦
閣
僚
会
議
付
属
国
防
委
員
会
が

設
置
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
も
、
独
ソ
開
戦
直
後
の
一
九
四
一
年
六
月

三
〇
日
に
廃
止
さ
れ
る
。
同
日
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
国
家
国
防

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
九
四
五
年
九
月
ま
で
、
戦
争
遂
行
に
関
す
る
最

高
決
定
機
関
と
し
て
機
能
し
た
。

（
7
）Н

овая российская энциклопедия. Т. 8 (2). М
осква, И

зд-во ‟Энци- 

клопедия”, 2011. С
. 191.

（
8
）Зайцев. А

муро-лиманская воднотранспортная система. С
. 88-

89.

（
9
）
北
サ
ハ
リ
ン
西
海
岸
北
部
、
現
在
の
ル
ィ
ブ
ノ
フ
ス
ク
村
に
当
た
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
軍
が
「
保
証
占
領
」
期
お
よ
び
一
九
四
〇
年
代

に
編
集
し
た
地
図
に
、
そ
の
名
を
確
認
で
き
る
。『
北
樺
太
』（
薩
哈
嗹
軍

政
部
、
一
九
二
二
年
）
付
録
地
図
、 

陸
地
測
量
部
・ 

参
謀
本
部
『
五
十
万

分
一
薩
哈
嗹
州
附
近
素
図
』
其
一
（
一
九
四
一
年
）。

（
10
）
一
九
二
〇
年
代
の
国
家
電
化
計
画
に
参
加
し
た
り
、
白
海
・
バ
ル
ト

海
運
河
の
建
設
を
指
導
し
た
り
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
水
利
工
学
者
。

（
11
）
独
ソ
開
戦
に
よ
り
、
黒
海
沿
岸
に
位
置
す
る
ニ
コ
ラ
エ
フ
の
造
船

所
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
は
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー

ド
の
造
船
所
に
船
を
出
入
り
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
艦

艇
の
建
造
に
は
多
く
の
困
難
な
問
題
が
生
じ
、
生
産
は
大
幅
に
低
下
し

た
。Комарков А.Ю

. В
оенно-морской ленд-лиз в годы

 В
еликой 
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О
течественной войны

 // Российская история. №
 4. 2015. С

. 124–

125.

（
12
）
場
所
に
よ
っ
て
は
一
昼
夜
で
二
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
が
堆
積

す
る
と
い
う
。С

оловьев. А
муролиманский русловой процесс. С

. 7. 

（
13
）
ア
メ
リ
カ
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
大
量
建
造
し
、
連
合
諸
国
へ
の

物
資
輸
送
に
使
用
し
た
一
万
ト
ン
級
の
貨
物
船
。
構
造
を
簡
素
化
し
、
短

期
間
で
建
造
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
た
。

（
14
）Зайцев. А

муро-лиманская воднотранспортная система. С. 106–

107.

（
15
）
ボ
リ
ス
・
ス
ラ
ヴ
ィ
ン
ス
キ
ー
（
加
藤
幸
広
訳
）『
日
ソ
戦
争
へ
の

道
：
ノ
モ
ン
ハ
ン
か
ら
千
島
占
領
ま
で
』
共
同
通
信
社
、
一
九
九
九
年
、

二
二
九
頁
。

（
16
）Краснов В.Н

., Краснов И
.В. Ленд-лиз для СССР 1941-1945. М

осква, 

Н
аука, 2008. С

. 23-30.

『
ロ
シ
ア
史 

三
』（
世
界
歴
史
大
系
）、
山
川
出

版
社
、
一
九
九
七
年
、
二
七
五
―
二
七
六
頁
。

（
17
）A

lbert L. W
eeks, Russia’s Life-Saver: Lend-Lease Aid to the U

RRS 

in W
orld W

ar II, Lanham
: Lexinton B

ooks, 2004, p. 115.

（
18
）П

аперно, А.А. Л
енд-лиз. Тихий океан. М

осква, Терра, 1998. С
. 

5―
6.　

図
2
を
参
照
。

（
19
）
須
藤
真
志
「
日
米
交
渉
と
軍
部
」
三
宅
正
樹
ほ
か
編
『
昭
和
史
の

軍
部
と
政
治
3 

太
平
洋
戦
争
前
夜
』
第
一
法
規
出
版
、
一
九
八
三
年 

、

一
三
四
―
一
三
五
頁
、
川
田
稔
『
昭
和
陸
軍
全
史 

三 

太
平
洋
戦
争
』（
講

談
社
現
代
新
書
）、
二
〇
一
五
年
、
第
五
章　

独
ソ
戦
の
衝
撃 

一
六
一
―

二
〇
四
頁
。

（
20
）『
戦
時
日
ソ
交
渉
史
』
上 

二
一
六
―
二
三
九
頁　

日
本
海
汽
船
会
社

の
気
比
丸
（
四
、五
二
二
ト
ン
）
は
、
一
九
四
一
年
一
一
月
五
日
、
清
津

か
ら
敦
賀
に
む
け
て
航
行
中
、
触
雷
し
て
沈
没
し
た
。
船
客
三
五
七
名
、

乗
員
八
九
名
中
、
救
助
さ
れ
た
船
客
は
二
二
〇
名
、
乗
員
六
九
名
で
、
死

者
五
一
名
、
行
方
不
明
者
一
〇
五
名
の
犠
牲
者
が
出
た
。

（
21
）『
戦
時
日
ソ
交
渉
史
』
上
、
三
七
八
頁
。

（
22
）『
戦
時
日
ソ
交
渉
史
』
上
、
四
五
五
―
四
六
五
、五
一
二
―
五
二
〇
頁
。

（
23
）『
戦
時
日
ソ
交
渉
史
』
上
、
五
〇
〇
―
五
〇
七
頁
、
飛
内
進
『
大
湊
警

備
府
沿
革
史
』
六
四
二
頁
。 

対
象
海
域
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
飛
内

に
よ
る
と
、
本
州
・
九
州
沿
岸
地
域
と
の
こ
と
で
、
対
馬
海
峡
を
含
む
よ

う
で
あ
る
。

（
24
）『
戦
時
日
ソ
交
渉
史
』
上 

三
四
〇
―
三
七
七
頁
。

（
25
）G

eorge Lensen, The Strange Neutrality: Soviet-Japanese Relations 

during the Second W
orld W

ar 1941-1945, Tallahassee, FL: The 

D
iplom

atic Press, 1972.

（
26
）宗
谷
海
峡
、津
軽
海
峡
の
海
上
警
備
は
海
軍
大
湊
警
備
府
が
担
当
し
た
。

『
戦
史
叢
書　

海
上
護
衛
戦
』
朝
雲
新
聞
社
、
一
九
七
一
年
、
一
〇
〇
―

一
〇
二
頁
、飛
内
進
『
大
湊
警
備
府
沿
革
史
：
北
海
の
護
り
』［
自
費
出
版
］、

二
〇
〇
〇
年
、
五
九
八
―
六
〇
〇
頁
、
六
四
一
―
六
四
三
頁
ほ
か
。

（
27
）W

eeks, Russia’s Life-Saver, p. 152.

（
28
）
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
フ
ス
ク
の
総
領
事
館
と
オ
ハ
の
領
事
館
は

一
九
四
四
年
六
月
ま
で
存
続
し
た
。
ま
た
、
ソ
連
極
東
部
に
は
、
こ
の
ほ
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か
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
総
領
事
館
、
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
に
領
事
館
が

あ
り
、
い
ず
れ
も
一
九
四
五
年
八
月
ま
で
存
続
し
た
。
な
お
、
ハ
バ
ロ
フ

ス
ク
の
総
領
事
館
と
ブ
ラ
ゴ
ヴ
ェ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
の
領
事
館
は
、
大
戦
前

の
一
九
三
八
年
八
月
に
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。『
戦
時
日
ソ
交
渉
史
』
付
表

四 

下
、
一
二
五
九
頁
。

（
29
）『
戦
時
日
ソ
交
渉
史
』
上 

五
七
六
、六
五
二
頁
。
採
炭
は
一
九
四
三

年
ま
で
細
々
と
続
い
た
が
、
日
本
向
け
石
炭
搬
出
は
一
九
三
七
年
に

一
〇
万
七
千
ト
ン
を
積
み
出
し
て
以
後
、
皆
無
に
近
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

村
上
隆
『
北
樺
太
石
油
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
一
九
二
五
―
一
九
四
四
』
北
海

道
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
一
四
四
頁
。

（
30
）
村
上
『
北
樺
太
石
油
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
』、
二
八
八
、三
三
一
頁
。

（
31
）『
戦
時
日
ソ
交
渉
史
』
は
、
ソ
連
側
が
間
宮
海
峡
航
行
を
禁
止
し
て
い

た
と
述
べ
る
（
上
、
三
八
一
頁
）。
た
た
し
、
そ
れ
が
何
に
よ
っ
て
生
じ

た
の
か
具
体
的
な
説
明
は
な
い
。残
念
な
が
ら
、筆
者
は
他
の
史
料
に
よ
っ

て
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
32
）W

eeks, Russia’s Life-Saver, pp. 67, 144―
151.

（
33
）К

раснов. Л
енд-лиз для С

С
С

Р. С
. 116-126.

（
34
）W

eeks, Russia’s Life-Saver, p. 146.

（
35
）
カ
ス
ピ
海
を
指
す
。

（
36
）
有
賀
伝
「
参
謀
本
部
、
軍
令
部
情
報
部
門
の
変
遷
」『
新
防
衛
論
集
』

一
二
（
二
）、
一
九
八
四
年
、
二
八
―
四
八
頁
。

（
37
）
飛
内
『
大
湊
警
備
府
沿
革
史
』、
五
五
三
―
五
五
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